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本プログラムを活用する際には、 

「プログラムの特徴と活用の仕方」を 
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 本プログラムは、特センが行った令和５年度の「特別支援学校における経験の浅い教員の資質能力の育

成に向けた研究」において、学校における人材育成の取組を支援することを目的に作成したものです。 

 

http://www.tokucen.hokkaido-c.ed.jp/?page_id=1150
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Ⅰ―１ 
障がいの理解 

～「障がい」を環境から捉える～ 
30分 

説明10分 

演習20分 
Ｐ６ 

Ⅰ―２ 知的障がいの特性と基本的な対応 35分 
説明15分 

演習20分 
Ｐ８ 

Ⅰ―３ 実態把握～知的障がい～ 30分 
説明10分 

演習20分 
Ｐ10 

Ⅰ―４ 自立活動の指導の基本～知的障がい～ 40分 
説明20分 

演習20分 
Ｐ12 

Ⅰ―５ 個別の指導計画 30分 
説明10分 

演習20分 
Ｐ14 

Ⅰ―６ 個別の教育支援計画 30分 
説明10分 

演習20分 
Ｐ16 

Ⅰ―７ 教員間の連携 35分 
説明15分 

演習20分 
Ｐ18 

Ⅰ―８ 保護者への対応 35分 
説明15分 

演習20分 
Ｐ20 

 
 

 

 

 

Ⅱ―１ 
授業づくりの基本 

～１単位時間の授業の目標の明確化～ 
30分 

説明10分 

演習20分 
Ｐ22 

Ⅱ―２ 単元の指導計画 35分 
説明15分 

演習20分 
Ｐ24 

Ⅱ―３ 学習評価～評価規準の設定～ 40分 
説明20分 

演習20分 
Ｐ26 

Ⅱ―４ 学習指導案の作成 35分 
説明15分 

演習20分 
Ｐ28 

Ⅱ―５ 主体的・対話的で深い学び 30分 
説明10分 

演習20分 
Ｐ30 

Ⅱ―６ 個別最適な学びと協働的な学び 35分 
説明15分 

演習20分 
Ｐ32 

プログラムの内容 

〔セクションⅠ〕 

基礎基本の理解度アップ    

〔セクションⅡ〕 

授業力レベルアップ    



 

２ プログラムの特徴と活用の仕方 
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(1) 各特別支援学校で行う初任段階教員を対象とした研修に活用！ 

 ・本プログラムは、特別支援教育を担う教員の資質能力の向上を図る取組を充実するため、特別支援

学校において初任段階教員（１年次）を対象に行う学校計画研修で活用することを目的に作成した

ものです。 

 ・本プログラムは、初任段階教員に身に付けてほしい基本

的な内容や研究授業に向けた内容で構成しており、学校

計画研修の年間計画に位置付けて活用することができま

す。詳しくは、５ページの「(4) プログラムを活用した

学校計画研修の例」を御覧ください。 

 

 

(2) 研修資料（スライド）とその解説を活用して研修を実施可能！ 

 ア 基本的な活用の仕方 

 ① 指導教諭や初任段階教員研修の担当

部署から依頼を受け研修を行う教員（以

下「指導教諭」という。）は、担当する

内容の研修資料（スライド）の解説を基

に、研修のねらいや説明するポイント、

主な内容などを確認します。 

 

② 研修資料（スライド）を基に、提示す

るスライド資料や説明内容、研修の進め

方を確認します。 

 

③ 研修資料（スライド）を使って、初任

段階教員（１年次）等を対象に研修を行

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

プログラムの特徴と活用の仕方 

（年間計画） 

研修資料（スライド） 

① 研修のねらい

や説明、演習の

ポイント、主な

内容、時間の目

安などを確認 

② 提示するスラ

イド資料や説明

内容、研修の進

め方を確認 

③ 資料を配付、

提示して、研修

を実施 

研修資料（スライド）の解説 



3 

 

 

 イ 研修資料（スライド） 

・パワーポイント形式の説明原稿付きのスライ

ド資料です。 

 ・各学校における取組など、関連する内容を説

明するために、スライドや説明内容を追加す

ることができます。 

・研修を効率的に行うため、研修資料（スライ

ド）を初任段階教員に配付し、各自であらか

じめ目を通した上で、対面で行う時には演習

を中心とするなど、取り扱いを工夫すること

ができます。 

 

 ウ 研修資料（スライド）の解説 

 ・研修資料（スライド）の解説は、指導教諭が活用するものです。 

・短時間で実施し、内容の理解や習得を図ることができるよう、研修のねらいや説明、演習のポイ

ントを記載しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【研修資料（スライド）（例）】 

【研修資料（スライド）の解説（左ページ）】 

【研修資料（スライド）の解説（右ページ）】 

実施時期や時間の目安、説明資料の枚数などを記

載しています。 

研修の効果を高めるための工夫は、特に行ってほ

しいことを示しています。詳しくはＰ４を御覧くだ

さい。 

研修の方法は、推奨する方法に「○」を付けてい

ます。学校の状況に応じた方法で行ってください。 

指導教諭が、内容を焦点化して研修を実施できる

よう、研修のねらいを記載しています。 

指導教諭が、研修資料のパワーポイントのスラ

イドや説明原稿を全て見なくても、研修の概要を

把握できるよう、主な内容や進め方を記載してい

ます。 

 初任段階教員が研修内容の理解を深め、実務に

生かし、研修の手応えを実感できるようにするた

め、各研修資料に演習を設定しています。 

 演習の進め方は、パワーポイントの説明原稿を

御覧ください。 

研修のねらいを踏まえて、重点的に説明してほし

い内容や、演習において、どのような視点で考え対話

してほしいかを記載しています。 
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(3) 研修の効果を高めるための工夫！ 

  授業をはじめ、様々な業務がある中で、時間を確保して研修を行うからには、その効果を高めたい

ものです。研修を行うに当たって、初任段階教員が必要な知識を着実に理解し、技能を身に付け、教

員として求められる資質能力を高められるよう、次の３つの工夫を参考にしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  対話を通した学び 

 ・初任段階教員同士や先輩教員、他校の教員等との対話を取り入れることにより、学んだ実感を

得られるようにするとともに、理解の深まりや技能の習得につなげることが大切です。 

 ・研修における対話を通して、初任段階教員同士や指導教諭との関係を築くとともに、

日常のコミュニケーションや授業における連携に生かせるようにします。 

 ・研修のねらいを踏まえた対話となるよう、研修資料（スライド）の説明原稿に示した〔受

講者への問いの例〕や〔個人思考及び協議の観点の例〕を参考にしてください。 

 重要！ 

 

  研修の方法の工夫 

・自校の初任段階教員（１年次）が少なく、初任段階教員同士の対話ができない場合や相手が決

まった人になってしまう場合は、計画段階から次の方法を検討し、日程等を調整して研修を行

うことが考えられます。 

☆ 初任段階教員（２年次）や（３年次）等の教員も対象に研修を行う。 

☆ Web会議サービス（Google Meet等）を活用して、他校の初任段階教員と合

同で研修を行う。 

 

  先輩教員の経験談や実践 

 ・初任段階教員（１年次）の研修を受けた先生方から、先輩教員に授業や校務分掌業務での工夫

を教えてもらったことで、真似をしたり自分で工夫したりできてよかったとの振り返りがあり

ました。 

 ・初任段階教員は、成功事例だけでなく、失敗談や悩んだことなどからも学びたい 

  と感じていますので、研修の中で、ぜひ経験談や実践に触れて説明してください。 

１ 

２ 

３ 

 

プログラムを活用した研修を 

指導教諭に依頼する際に、 

このページを必ず渡してください！ 

 モチベーション 

アップ！ 

 
自身の成長を 

実感！ 

 スキルアップ！ 
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(4) プログラムを活用した学校計画研修の例 

学校計画研修の研修内容の計画の一部を、月ごとに例示しています。 

研修資料（スライド）は、年間の業務や研修の流れを踏まえて学ぶタイミングを検討するとともに、次年度などの先を見通して目的意識を持って学べるようにするなど、意図的に活用することが大切です。 
 

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 

  

 

 

 

 

 

          

 

～基本的な内容を学ぶために～ 

 

～研究授業に向けて～ 

 

～１年の振り返りと次年度に向けた準備のために～ 

 

 

 

   

Ⅰ－１ 障がいの理解 Ｐ６  Ⅱ－１ 授業づくりの基本 Ｐ22 

Ⅰ－２ 知的障がいの特性と基本的な対応 Ｐ８  Ⅱ－２ 単元の指導計画 Ｐ24 

Ⅰ－３ 実態把握 Ｐ10  Ⅱ－３ 学習評価 Ｐ26 

Ⅰ－４ 自立活動の指導の基本 Ｐ12  Ⅱ－４ 学習指導案の作成 Ｐ28 

Ⅰ－５ 個別の指導計画 Ｐ14  Ⅱ－５ 主体的・対話的で深い学び Ｐ30 

Ⅰ－６ 個別の教育支援計画 Ｐ16  Ⅱ－６ 個別最適な学びと協働的な学び Ｐ32 

Ⅰ－７ 教員間の連携 Ｐ18  

 

Ⅰ－８ 保護者への対応 Ｐ20  

 

 

 

 

 

 

 

・授業や校務分掌業務での工

夫など、実際の取組を通し

て学べるようにする。 

・成功事例だけでなく、先輩

教員の失敗や悩んだことな

ども含めた、経験談や実践

を通して学べるようにする。 

 

・初任段階教員（１年次）が

少ない場合は、２年次等の

教員も含めた研修や、遠隔

での他校と合同の研修を実

施する。 

 

 

・学びを実感できるよう、教

員同士の対話を設定する。 

・研修での対話を、日常の教

員間の連携に生かせるよう

にする。 

・研修資料の〔受講者への問

いの例〕などを参考に対話

する。 

Ⅱ－３ 

学習評価 

年間指導計画 教材研究 

Ⅱ－２ 

単元の指導計画 

Ⅱ－１ 

授業づくりの基本 

学校安全 

進路指導 

学級経営 

体罰防止 

教育相談 

道徳教育 

ＩＣＴの活用 

個別の指導計画の評価 現場実習 

ＴＴによる指導 

センター的機能 

学校行事 

交流及び共同学習 

教室環境の整備 

不登校の対応 

いじめの対応 

入学者選考検査 

Ⅱ－１、Ⅱ－２等 

学習指導の振り返り 

生徒指導の振り返り 

Ⅱ－６ 

個別最適な学びと協働的な学び 
教育課程 

Ⅰ－６ 

個別の教育支援計画 

Ⅰ－５ 

個別の指導計画 

生徒指導 

Ⅰ－１ 

障がいの理解 

教職員の服務 

Ⅰ－３ 

実態把握 

Ⅰ－４ 

自立活動の指導の基本 

Ⅱ－４ 

学習指導案の作成 

Ⅱ－５ 

主体的・対話的で深い学び 

研究授業 

Ⅰ－８ 

保護者への対応 

Ⅰ－６ 

個別の教育支援計画 

Ⅰ－５ 

個別の指導計画 

学級経営 

Ⅰ－８ 

保護者への対応 

次年度に向けて、 

学級担任等の業務への準備ができるよう、 

個別の指導計画や保護者への対応ついて 

この時期に、もう一度研修を設定しよう！ 年度始めに 

基本的な内容について研修を行い、 

児童生徒との関わりなどの実務を通して 

理解を深められるようにしよう！ 

研究授業に向けて、 

授業において育成を目指す資質・能力や 

本時のねらい、展開について十分検討できるよう、 

授業力レベルアップの研修資料を使って 

研修を進めよう！ 

〔セクションⅠ〕基礎基本の理解度アップの 

研修資料を活用！ 
〔セクションⅡ〕授業力レベルアップの 

研修資料を活用！ 
〔セクションⅠ・Ⅱ〕から 

研修資料を選択して活用！ 

プログラムの内容 研修の効果を高めるための工夫 

研修の方法の工夫 経験談や実践 対話を通した学び 

Ⅱ－３等 

研究授業の振り返り 

Ⅱ－１、Ⅱ－２等 

学習指導案の検討 

寄宿舎の生活 

Ⅰ－２ 

知的障がいの特性と基本的な対応 

Ⅰ－７ 

教員間の連携 

１ ２ ３ 〔セクションⅠ〕基礎基本の理解度アップ 〔セクションⅡ〕授業力レベルアップ 



 

３ 研修資料の解説 
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〔セクションⅠ〕基礎基本の理解度アップ 

Ⅰ－１ 障がいの理解 ～「障がい」を環境から捉える～ 

実施時期の目安 ４～５月 

時間の目安 30分（説明10分、演習20分） 

説明・配付資料 パワーポイントスライド11枚  

 研修資料は、こちら →  

研修動画 有り（研修資料の１枚目に二次元コードがあります。） 

研修の方法 

（推奨する方法） 

説明・演習の両方を指導教諭が実施  

説明は受講者自身で、演習は指導教諭が実施 ○ 

研修の効果を高める 

ための工夫 
 

学校で用意する資料等 個別の指導計画 

【研修のねらい】 

・障がいによる学習上又は生活上の困難を捉えるためのＩＣＦや障がいの社会モデルの考え方を理

解する。 

・担当する子供の行動について、その背景にある個人の特徴や環境の要因に目を向け分析する技能を

身に付ける。 

【研修のポイント】 

○ ＩＣＦによる障がいの捉え方や障がいの社会モデルは、障がい理解において重要な考え方です。 

 子供の実態を的確に把握し、適切な指導や必要な支援を検討するためには、これらの考え方を理解

するとともに、子供の行動等の背景要因を分析できる技能を身に付けられるようにすることが大切

です。 

○ この研修では、氷山モデルを使い、行動の背景要因を分析する演習を設定しています。演習に当

たっては、受講者が、既に把握している実態を基に考えを深め、実際の指導や支援に生かすことが

できるよう、個別の指導計画等を活用することが考えられます。 

○ 演習は、ＩＣＦや障がいの社会モデルの考え方を理解し、子供

の実態を分析的に把握するための技能を身に付けることを目的

としています。受講者の考えを引き出したり、演習シート上で一

緒に整理したりするなど、受講者が思考を深められるようにする

ことが大切です。 

 

 

 

 
特別支援学級担任のハンドブック（新訂版） 

 Ⅳの６ 行動の背景を理解して対応しよう 

［北海道立特別支援教育センター］ 

３ 先輩教員の経験談や実践 

http://www.tokucen.hokkaido-c.ed.jp/?page_id=909
http://www.tokucen.hokkaido-c.ed.jp/?page_id=1150
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【主な内容】 

説 明 

 

「障がいによる学習上又は生活上の困

難」について、ＩＣＦの障がいの捉え方を

基に、個人因子や環境因子との関連を踏

まえて把握し、指導を検討する必要があ

ることを説明します。 

 
 障がいの「社会モデル」の考え方や、障

がいによる学習上又は生活上の困難につ

いて本人の立場に立って捉え、必要な支

援の内容を一緒に考える経験や態度を身

に付ける必要があることについて説明し

ます。 

演 習 

 

 受講者が担当する子供の行動につい

て、氷山モデルを使って、その行動を引き

起こす背景を個人の特徴や環境の要因か

ら考え、整理・分析します。 
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〔セクションⅠ〕基礎基本の理解度アップ 

Ⅰ－２ 知的障がいの特性と基本的な対応 

実施時期の目安 ４～５月 

時間の目安 35分（説明15分、演習20分） 

説明・配付資料 パワーポイントスライド12枚  

 研修資料は、こちら →  

研修動画 有り（研修資料の１枚目に二次元コードがあります。） 

研修の方法 

（推奨する方法） 

説明・演習の両方を指導教諭が実施  

説明は受講者自身で、演習は指導教諭が実施 ○ 

研修の効果を高める 

ための工夫 
 

学校で用意する資料等 無し 

【研修のねらい】 

・知的障がいの特性や、それによって生じる困難さについて理解する。 

・知的障がいのある子供への分かりやすい伝え方の例示を踏まえ、困難さに応じた関わり方の工夫を

考える。 

【研修のポイント】 

○ 知的障がい者である子供に対する教育に当たっては、知的障がいの定義や特徴、生じる困難さを

理解しておく必要があります。その上で、指導や支援の方法、関わり方を工夫することが大切です。 

○ この研修では、抽象的な言葉や概念を理解することが難しいなどの困難さがある子供への分かり

やすい伝え方について説明し、子供の困難さの状況に応じた関わり方の工夫について考える演習を

設定しています。 

○ 演習では、研修資料の例示だけでなく、受講者が担当している子供の実態を踏まえ、困難さが生

じている状況を指導教諭が例示し、どのような関わり方の工夫を行うかを考えたり、指導教諭の経

験を基に事例を説明したりするなど、実際の子供への関わりに生かすことができるようにすること

も考えられます。 

 

 

 

 

 

 

 

障害のある子供の教育支援の手引 

 第３編「Ⅲ 知的障害」Ｐ120～ 

［文部科学省］ 

特別支援学校学習指導要領解説 

 【左】各教科等編（小学部・中学部）Ｐ26～ 

 【右】知的障害者教科等編（上）（高等部）Ｐ29～ 

［文部科学省］ 

３ 先輩教員の経験談や実践 

https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/tokubetu/main/1386427.htm
https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/tokubetu/material/1340250_00004.htm
http://www.tokucen.hokkaido-c.ed.jp/?page_id=1150
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【主な内容】 

説 明 

 

知的障がいは、「知的機能」の発達の遅

れと「適応行動」の困難さがある状態であ

ることを説明します。 

 

 知的障がいによって生じる困難さを踏

まえた、分かりやすく伝える工夫につい

て説明します。 

演 習 

 

 例示を基に、知的障がいのある子供へ

の関わり方の工夫について考え、交流し

ます。 
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〔セクションⅠ〕基礎基本の理解度アップ 

Ⅰ－３ 実態把握～知的障がい～ 

実施時期の目安 ４～５月 

時間の目安 30分（説明10分、演習20分） 

説明・配付資料 パワーポイントスライド８枚  

 研修資料は、こちら →  

研修動画 有り（研修資料の１枚目に二次元コードがあります。） 

研修の方法 

（推奨する方法） 

説明・演習の両方を指導教諭が実施  

説明は受講者自身で、演習は指導教諭が実施 ○ 

研修の効果を高める 

ための工夫 
    

学校で用意する資料等 個別の指導計画、子供の実態に関する情報が記載されている資料 

【研修のねらい】 

・知的障がいのある子供の実態把握における視点や把握する内容について理解する。 

・知的障がいのある子供の発達の状態や障がいの状態等について、「障害のある子供の教育支援の手

引」の項目を基に整理し、子供の実態を把握する技能を身に付ける。 

【研修のポイント】 

○ 障がいの特性を踏まえ、子供に適切な指導や必要な支援を行うためには、実態把握が必要です。

実態把握に当たっては、知的障がいの状態等を的確に把握するために必要な情報や項目を知り、そ

れらの情報を困難さなどの課題だけでなく、よさを捉える視点を持って収集し、整理できるように

することが大切です。 

○ この研修では、「障害のある子供の教育支援の手引」に示されている実態把握の項目を基に、子

供の課題やよさを整理する演習を設定しています。子供のつまずきや課題となる行動を把握し整理

する際は、本人だけでなく環境にも目を向けることが大切です。必要に応じて、「Ⅰ－1 障がいの

理解」の研修を行い、ＩＣＦによる障がいの捉え方や障がいの「社会モデル」について理解した上

で、演習を進めてください。 

 

 

 

 

 

 

障害のある子供の教育支援の手引 

 第３編「Ⅲ 知的障害」Ｐ125～ 

［文部科学省］ 

「Ⅰ－１ 障がいの理解」 

［本プログラム Ｐ６］ 

１ 対話を通した学び 

https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/tokubetu/material/1340250_00004.htm
http://www.tokucen.hokkaido-c.ed.jp/?page_id=1150
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【主な内容】 

説 明 

 

実態把握において、子供のよさと課題

の両面を把握することが大切であること

を説明します。 

 

 実態把握の内容の例として、「障害のあ

る子供の教育支援の手引」に示されてい

る「発達の状態等に関すること」や「本人

の障がいの状態等に関すること」を説明

します。 

演 習 

 

 説明を踏まえ、演習シートを使って、担

当する子供の実態を整理します。 
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〔セクションⅠ〕基礎基本の理解度アップ 

Ⅰ－4 自立活動の指導の基本～知的障がい～ 

実施時期の目安 ４～５月 

時間の目安 40分（説明20分、演習20分） 

説明・配付資料 パワーポイントスライド13枚  

 研修資料は、こちら →  

研修動画 有り（研修資料の１枚目に二次元コードがあります。） 

研修の方法 

（推奨する方法） 

説明・演習の両方を指導教諭が実施  

説明は受講者自身で、演習は指導教諭が実施 ○ 

研修の効果を高める 

ための工夫 
    

学校で用意する資料等 個別の指導計画 

【研修のねらい】 

・自立活動の指導の意義や知的障がいの状態に応じた自立活動について理解する。 

・個別の指導計画を基に、自立活動の指導目標や指導内容、指導場面を整理し、担当する子供の自立

活動の指導を理解する。 

【研修のポイント】 

○ 知的障がいの子供への自立活動は、知的障がいに伴って見られる、言語や運動といった発達の遅

れに対して行われるものであることを理解できるようにすることが大切です。 

○ 演習においては、指導内容や指導場面等を整理し、自立活動の指導で何が身に付くのか、身に付

いたことが各教科等の学習や日常生活の中でどのように役立つかなどの問いを立てて考え、受講者

同士で交流するなど、実際の指導を通して理解を深められるようにすることが大切です。また、学

校の子供の実態を踏まえ、指導教諭が担当した子供の自立活動の指導について個別の指導計画や演

習シートで例示して説明するなど、受講者が理解しやすくなるよう工夫することも考えられます。 

 

 

 

 

 

 

 

令和５年度特別支援教育教育課程改善の手引 

［北海道教育委員会］ 

特別支援学校教育要領・学習指導要領解説 

自立活動編（幼稚部・小学部・中学部）  

［文部科学省］ 

１ 対話を通した学び 

http://www.tokucen.hokkaido-c.ed.jp/?page_id=902
https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/tokubetu/main/1386427.htm
http://www.tokucen.hokkaido-c.ed.jp/?page_id=1150
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【主な内容】 

説 明 

 

知的障がいのある子供の自立活動の指

導は、知的障がいに随伴して見られる困

難さに対して行うものであることについ

て説明します。 

 

 自立活動の指導事例を基に、障がいの

状態等や指導の方向性、選定し関連付けた

自立活動の内容等について説明します。 

演 習 

 
 演習シートと個別の指導計画を使っ

て、担当する子供の自立活動の内容や指

導内容、指導場面を整理します。 

また、自立活動の指導により身に付い

たことがどのように役立つかなどを考え、

交流します。 
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〔セクションⅠ〕基礎基本の理解度アップ 

Ⅰ－５ 個別の指導計画 

実施時期の目安 ４～５月、２～３月 

時間の目安 30分（説明10分、演習20分） 

説明・配付資料 パワーポイントスライド９枚  

 研修資料は、こちら →  

研修動画 有り（研修資料の１枚目に二次元コードがあります。） 

研修の方法 

（推奨する方法） 

説明・演習の両方を指導教諭が実施  

説明は受講者自身で、演習は指導教諭が実施 ○ 

研修の効果を高める 

ための工夫 
    

学校で用意する資料等 個別の指導計画 

【研修のねらい】 

・個別の指導計画を作成する目的や活用の留意点について理解する。 

・自校の個別の指導計画を基に、様式、作成・評価等の年間の流れ、実態把握から指導目標や指導内

容を設定する進め方などについて理解する。 

【研修のポイント】 

○ 個別の指導計画は、障がいのある子供一人一人の指導目標、指導内容及び指導方法を明確にして、

きめ細やかに指導するために作成するものです。この計画を基に、卒業するまでに、子供に各教科

等の指導を通してどのような資質・能力の育成を目指すのか、指導目標を明確にして指導すること

や、効果的な指導を行うために評価・改善することについて理解できるようにすることが大切です。 

○ この研修では、自校の個別の指導計画

や関連する資料等を見ながら、様式や作

成から評価・改善の年間の流れを確認す

る演習を設定しています。個別の指導計

画について、学校で定めていることや指

導教諭が工夫していることを説明し理解

を深めるなど、受講者が、個別の指導計

画の作成・評価や、計画に基づいた指導・

支援を行うことができるようにすること

が大切です。 

 
【左】特別支援学校教育要領・学習指導要領解説  

総則編（幼稚部・小学部・中学部）Ｐ240～ 

【右】特別支援学校学習指導要領解説知的障害者 

教科等編（上）（高等部）Ｐ140～ 

［文部科学省］ 

１ 対話を通した学び 

https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/tokubetu/main/1386427.htm
http://www.tokucen.hokkaido-c.ed.jp/?page_id=1150
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【主な内容】 

説 明 

 

個別の指導計画は、障がいのある子供

一人一人の指導目標、指導内容及び指導

方法を明確にして、きめ細やかに指導す

るために作成するものであることを説明

します。 

 

 実態把握や指導目標の設定などについ

て、各教科と自立活動でその手続きが異

なることや、効果的な指導を行うため、Ｐ

ＤＣＡで評価・改善することについて説

明します。 

演 習 

 

 自校の個別の指導計画を基に、様式（記

載する項目や内容）や作成から評価・改善

の年間の流れ、実態把握から指導目標の

設定の手続きなどについて確認します。 
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〔セクションⅠ〕基礎基本の理解度アップ 

Ⅰ－６ 個別の教育支援計画 

実施時期の目安 ４～５月、２～３月 

時間の目安 30分（説明10分、演習20分） 

説明・配付資料 パワーポイントスライド８枚  

 研修資料は、こちら →  

研修動画 有り（研修資料の１枚目に二次元コードがあります。） 

研修の方法 

（推奨する方法） 

説明・演習の両方を指導教諭が実施  

説明は受講者自身で、演習は指導教諭が実施 ○ 

研修の効果を高める 

ための工夫 
    

学校で用意する資料等 個別の教育支援計画、個別の指導計画 

【研修のねらい】 

・個別の教育支援計画を作成する目的や活用の留意点について理解する。 

・学校における指導や支援に生かすため、自校の個別の教育支援計画を基に、本人及び保護者の意向

や学校における支援の内容を確認するとともに、指導方法や引継ぎへの活用について理解する。 

【研修のポイント】 

○ 個別の教育支援計画は、家庭や医療、福祉などの関係機関と連携を図り、長期的な視点で子供へ

の教育的支援を行うために作成するものです。個別の教育支援計画においては、本人及び保護者の

意向や将来の希望などを踏まえ、学校や家庭、福祉機関等における支援の内容を整理し、学校にお

ける教育的支援の内容を、指導方法の工夫に生かすことを理解できるようにすることが大切です。 

○ この研修では、受講者が担当している子供の個別の教育支援計画を基に、本人及び保護者の意向

やそれを踏まえた支援の内容、個別の指導計画や引継ぎへの活用等について確認する演習を設定し

ています。 

○ 演習では、個別の教育支援計画における本人及び保護者の意向を踏まえた支援の内容を、子供の

指導内容や指導方法の工夫に生かしているか、個別の指導計画等と照らして確認することや、保護

者との懇談や引継ぎなどでの活用について説明することを通して、実務と結び付け、理解を深めら

れるようにすることが大切です。 

○ 受講者が、作成や保護者との懇談を行う見通しがある場合は、それらを円滑に進められるよう、

演習において、本人及び保護者の意向の聞き取りや支援の内容の検討を進める際の工夫、気を付け

ていることなどについて、指導教諭から実際の経験等を例示して説明することが考えられます。 

 

個別の教育支援計画の参考様式について 

［文部科学省］ 

１ 対話を通した学び 

https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/tokubetu/material/1340250_00005.htm
http://www.tokucen.hokkaido-c.ed.jp/?page_id=1150
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【主な内容】 

説 明 

 

個別の教育支援計画について、その定

義や作成・活用する目的、利点について説

明します。 

 

 個別の教育支援計画の活用に当たっ

て、保護者の理解を得ることや、それまで

行っていた支援の内容や取組の成果を引

き継ぐなど、必要な支援を切れ目なく行

うことについて説明します。 

演 習 

 

 受講者が担当している子供の個別の教

育支援計画を基に、本人及び保護者の意

向や支援の内容、引継ぎにおける活用な

どについて確認します。 
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〔セクションⅠ〕基礎基本の理解度アップ 

Ⅰ－７ 教員間の連携 

実施時期の目安 ５～６月、２～３月 

時間の目安 35分（説明15分、演習20分） 

説明・配付資料 パワーポイントスライド10枚  

 研修資料は、こちら →  

研修動画 無し 

研修の方法 

（推奨する方法） 

説明・演習の両方を指導教諭が実施  

説明は受講者自身で、演習は指導教諭が実施 ○ 

研修の効果を高める 

ための工夫 
    

学校で用意する資料等 無し 

【研修のねらい】 

・授業や学級・学年の業務、分掌業務等における教員間の連携のポイントを理解する。 

【研修のポイント】 

○ 教員には、対人関係能力を含むコミュニケーション能力、組織的・協働的な課題対応・解決能力、

人材育成に貢献する力を身に付けることが求められており、日常の授業において目標や役割分担を

共通理解することや一人で抱え込まないこと、同僚と継続的に振り返ることなど、教員間の連携を

図ることができるようにすることが大切です。 

○ この研修では、教員の業務の中で、教員間の連携が必要な場面を確認した後、業務の目的や内容、

役割など、受講者が自身の取組状況を振り返る演習を設定しています。 

○ 演習では、受講者が、連携の大切さを自分事として具体的に捉えることができるよう、説明した

内容から、大切であると感じたことや今後意識しようと思ったことを言語化したり、指導教諭が経

験談を話したりすることが考えられます。また、自身の振り返りを通して自己理解を深め、日常の

業務における相談や情報共有など、教員間の連携を図ることができるようにすることが大切です。 

 

 

 

特別支援学級担任のハンドブック（新訂版） 

 Ⅵ－３ ティーム・ティーチングをしよう 

［北海道立特別支援教育センター］ 

３ 先輩教員の経験談や実践 ２ 研修の方法の工夫 

http://www.tokucen.hokkaido-c.ed.jp/?page_id=909
http://www.tokucen.hokkaido-c.ed.jp/?page_id=1150
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【主な内容】 

説 明 

 

教員の業務の遂行に当たって、教員間

の連携や協力が必要であることを説明し

ます。 

 

 日常的なコミュニケーションの大切さ

や、問題等への対応を抱え込まないこと

など、教員間の連携のポイントを例示し

て説明します。 

演 習 

 

 今後の業務への前向きな見通しをもて

るよう、自身の役割や取組状況を整理し

ます。また、受講者同士で、現状等につい

て交流します。 
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〔セクションⅠ〕基礎基本の理解度アップ 

Ⅰ－８ 保護者への対応 

実施時期の目安 ６月、２～３月 

時間の目安 35分（説明15分、演習20分） 

説明・配付資料 パワーポイントスライド12枚  

 研修資料は、こちら →  

研修動画 無し 

研修の方法 

（推奨する方法） 

説明・演習の両方を指導教諭が実施 ○ 

説明は受講者自身で、演習は指導教諭が実施  

研修の効果を高める 

ための工夫 
    

学校で用意する資料等 無し 

【研修のねらい】 

・保護者への対応の心構えや保護者の要望等に対する学校の組織的な対応について理解する。 

【研修のポイント】 

○ 保護者への対応においては、保護者の思いを共有できるよう、傾聴・受容・共感を基本に内容を

確認し整理することや、管理職への報告や役割分担など、組織的に対応することの重要性を理解で

きるようにすることが大切です。 

○ この研修では、保護者から話を聞く時の心構えや聞き方、内容の整理の仕方などの初期対応とと

もに、その後の組織的な対応の進め方について説明します。その後、子供の保護者の要望や連絡に

どのように対応するかという演習を設定しています。 

○ 演習は、〔保護者からの要望や連絡の例〕を参考に、指導教諭が実際に経験した事例を提示して

行います。どのように対応することが考えられるかを受講者が話し合い、指導教諭から、受講者が

話し合った内容を価値付けしながら、実際の対応を説明するなど、受講者が保護者への対応につい

て理解を深められるようにすることが大切です。 

 

 

 

 

「基礎的研修シリーズ（教職スタート講座小学校編）」 

５．保護者への対応編 

［ＮＩＴＳ 独立行政法人教職員支援機構］ 

３ 先輩教員の経験談や実践 ２ 研修の方法の工夫 

https://www.nits.go.jp/materials/basic/020.html
http://www.tokucen.hokkaido-c.ed.jp/?page_id=1150
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【主な内容】 

説 明 

 

話の聞き方におけるポイントについ

て、傾聴・受容・共感を基本とした対応を

説明します。 

 

 保護者への対応に関して、管理職への

一報など、報告・連絡・相談の重要性や組

織として対応することについての大切さ

を説明します。 

演 習 

 

 保護者からの要望や連絡に対して、ど

のように対応するとよいか、説明のあっ

た内容を基に考え、交流します。 
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〔セクションⅡ〕授業力レベルアップ 

Ⅱ－１ 授業づくりの基本 ～１単位時間の授業の目標の明確化～ 

実施時期の目安 ７～８月 

時間の目安 30分（説明10分、演習20分） 

説明・配付資料 パワーポイントスライド８枚  

 研修資料は、こちら →  

研修動画 無し 

研修の方法 

（推奨する方法） 

説明・演習の両方を指導教諭が実施 ○ 

説明は受講者自身で、演習は指導教諭が実施  

研修の効果を高める 

ための工夫 
    

学校で用意する資料等 学習指導案（指導略案） 

【研修のねらい】 

・本時の目標を、資質・能力の３つの柱から焦点化して設定することを理解する。 

・指導略案を基に、目標を達成した児童（生徒）の具体的な姿を想定し、学習活動の位置付けや手立

てを検討する。 

【研修のポイント】 

○ １単位時間の授業においては、単元の目標や評価規準を踏まえ、その時間に育成を目指す資質・

能力を明確にすることが大切です。また、本時の目標を達成した子供の具体的な姿を想定し、達成

に向けて、正対した学習活動を位置付ける必要があることについて理解し、学習指導案（指導略案）

を作成・検討できるようにすることが大切です。 

○ 演習では、授業づくりの基本を理解し、研究授業のみならず、

日常の授業に生かすことができるよう、本時の目標が、資質・能

力の３つの柱のいずれであるのか、どのような姿が見られたら達

成となるのかを確認し、それに向けた学習活動や手立てを検討す

ることが考えられます。 

○ 研究授業は、授業の構想や文章化、学習指導案（指導略案）の

検討など、時間を掛け力を注ぐ取組です。授業者が、授業に対す

る理解を深めるとともに、自身の成長を振り返りやりがいを実感

し、教職に対する自信や意欲を持てる機会にすることが大切です。 

令和２年度 小学校（中学校）教育課程編成の手引 

（【小中共通】授業づくりの基本）〔視点２〕 

［北海道教育委員会］ 

１ 対話を通した学び ２ 研修の方法の工夫 

https://www.dokyoi.pref.hokkaido.lg.jp/hk/gky/r2tebiki.html
http://www.tokucen.hokkaido-c.ed.jp/?page_id=1150
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【主な内容】 

説 明 

 

１単位時間の授業におけるポイントに

ついて、「令和２年度 小学校（中学校）

教育課程編成の手引（【小中共通】授業づ

くりの基本）」の内容を基に説明し、確認

します。 

 

 授業における目標の焦点化や目標に正

対した学習活動の位置付け、目標を達成

した子供の姿の具体を想定することにつ

いて説明します。 

演 習 

 

 受講者が担当する授業の学習指導案

（指導略案）を基に、本時の目標を焦点化

し確認するとともに、達成した子供の姿

の具体について考え、交流します。 
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〔セクションⅡ〕授業力レベルアップ 

Ⅱ－２ 単元の指導計画 

実施時期の目安 ７～８月 

時間の目安 35分（説明15分、演習20分） 

説明・配付資料 パワーポイントスライド12枚  

 研修資料は、こちら →  

研修動画 無し 

研修の方法 

（推奨する方法） 

説明・演習の両方を指導教諭等が実施 ○ 

説明は受講者自身で、演習は指導教諭等が実施  

研修の効果を高める 

ための工夫 
    

学校で用意する資料等 単元の指導計画 

【研修のねらい】 

・単元における育成を目指す資質・能力の明確化や評価規準を踏まえた学習活動の位置付けについて

理解する。 

【研修のポイント】 

○ 単元の指導計画作成（単元づくり）においては、各教科の学習内容の習得状況などの子供の実態

を把握することや、単元において育成を目指す資質・能力を明確にして、単元の目標や評価規準を

設定し、評価規準を踏まえた学習活動を単元全体を通してバランスよく位置付ける必要があること

を理解できるようにすることが大切です。（２点目の評価規準の設定については、Ⅱ－３の研修資

料を参照） 

○ この研修では、これらのことを視点に、単元の指導計画の内容の見直しや必要に応じて修正を行

う演習を設定しています。 

○ 演習では、単元を通してどのような力を身に付

けるのか、知識や技能を習得する時間や、思考力

や判断力を育む時間をどこに位置付けるのかな

ど、資質・能力を踏まえて学習活動を考えること

ができるようにすることが大切です。また、取り

扱う教科の内容の理解を深めるため、学習指導要

領の記載を確認したり、子供の学ぶイメージ持て

るよう、対話を通じて言語化したりするなどの工

夫が考えられます。 

１ 対話を通した学び 

令和２年度 小学校（中学校）教育課程編成の手引 

（【小中共通】授業づくりの基本）〔視点１〕〔視点２〕 

［北海道教育委員会］ 

https://www.dokyoi.pref.hokkaido.lg.jp/hk/gky/r2tebiki.html
http://www.tokucen.hokkaido-c.ed.jp/?page_id=1150
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【主な内容】 

説 明 

 

各教科の学習内容の習得状況や到達状

況などの子供の実態を把握した上で、単

元において育成を目指す資質・能力を明

確化することについて説明します。 

 

 評価規準を踏まえた学習活動を、学ぶ

文脈を踏まえながら、単元（題材）全体を

通してバランスよく位置付けることにつ

いて説明します。 

演 習 

 

 受講者が担当する単元の指導計画を基

に、単元の目標が、各教科の内容に基づい

て設定されているか、目標の達成に向け

た学習活動が、単元を通してバランスよく

位置付けられているか考え、交流します。 

 

 



 

26 
 

〔セクションⅡ〕授業力レベルアップ 

Ⅱ－３ 学習評価 ～評価規準の設定～ 

実施時期の目安 ８～９月 

時間の目安 40分（説明：20分、演習20分） 

説明・配付資料 パワーポイントスライド14枚  

 研修資料は、こちら →  

研修動画 無し 

研修の方法 

（推奨する方法） 

説明・演習の両方を指導教諭が実施 ○ 

説明は受講者自身で、演習は指導教諭が実施  

研修の効果を高める 

ための工夫 
    

学校で用意する資料等 
単元の指導計画、学習指導要領（各教科等編）、特別支援学校学習評価参考

資料 

【研修のねらい】 

・指導と評価の一体化や評価場面・評価方法の計画についての説明や、評価規準を作成する演習を通

して、学習評価の基本的な考え方を理解する。 

【研修のポイント】 

○ 知的障がい者である児童生徒に対する教育を行う特別支援学校の各教科を取り扱う場合におい

ても、学習指導要領に示す目標の実現の状況を判断するよりどころとして評価規準を作成し、学習

評価を行う必要があることを理解するとともに、評価規準を作成することができるようにすること

が大切です。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ この研修では、単元の目標に照らして観点別学習状況の評価をする評価規準を作成する演習を設

定しています。演習に当たっては、単元の目標が、学習指導要領の各教科の内容を基に設定されて

いる必要がありますので、必要に応じて、Ⅱ－２の研修を実施してください。 

特別支援学校小学部・中学部学習評価参考資料 

（令和２年４月）      ［文部科学省］ 

特別支援学校高等部学習評価参考資料 

（令和４年３月）  ［文部科学省］ 

１ 対話を通した学び 

https://www.mext.go.jp/content/20220316-mxt_tokubetu01-100002983_02.pdf
https://www.mext.go.jp/content/20200515-mxt_tokubetu01-1386427.pdf
http://www.tokucen.hokkaido-c.ed.jp/?page_id=1150
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【主な内容】 

説 明 

 

特別支援学校における学習評価の考え

方、「内容のまとまりごとの評価規準」や

その作成方法について説明します。 

 

学習指導案の作成に当たっての学習評

価を踏まえた指導と評価の一体化や、評

価場面や評価方法の計画について説明し

ます。 

演 習 

 

単元の目標を基に、単元の評価規準を

作成します。学習指導要領の解説（各教科

等編）や学習評価参考資料を参照し、指導

教諭と検討しながら作成し、交流します。 
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〔セクションⅡ〕授業力レベルアップ 

Ⅱ－４ 学習指導案の作成 

実施時期の目安 ８～９月 

時間の目安 35分（説明15分、演習20分） 

説明・配付資料 パワーポイントスライド12枚  

 研修資料は、こちら →  

研修動画 無し 

研修の方法 

（推奨する方法） 

説明・演習の両方を指導教諭が実施 ○ 

説明は受講者自身で、演習は指導教諭が実施  

研修の効果を高める 

ための工夫 
    

学校で用意する資料等 学習指導案の様式 

【研修のねらい】 

・学習指導案の基本的な項目や作成に当たってのポイントについて理解する。 

・学習指導案の作成に向けて、自校の様式や作成、検討の進め方について確認し、見通しを持つ。 

【研修のポイント】 

○ 学習指導案は、育成を目指す資質・能力を明確にし、子供が何を学ぶのか、どのように学ぶのか

という授業の内容や手順を具体的に考え、整理して書き表したものです。作成する作業は時間を要

しますが、作成して授業研究を行うことで、自らの教育活動を振り返ることができ、行った授業の

教科や指導、子供の理解が深まり、指導力の向上につながることを理解し、意欲的に取り組めるよ

うにすることが大切です。 

○ この研修では、学習指導案の項目に沿って説明しますので、「Ⅱ－1 授業づくりの基本」から

「Ⅱ－3 学習評価」までの研修を事前に行い、必要に応じてそれらの内容を確認し、理解を深め

られるようにすることが大切です。 

○ 演習では、自校の学習指導案の様式や作成、検討の進め方などについての確認を設定しています。

指導教諭から、自校における取り組み方を説明するとともに、受講者の理解度や不安な点などにつ

いて対話を通して把握しながら、受講

者の研究授業の教科や単元などを踏ま

え、学習指導案の作成や、検討を進める

見通しやコツなどについて助言するこ

とが考えられます。 

 

 

 

令和３年度特別支援教育教育課程編成の手引 

別冊 単元の指導計画 一単位時間の指導計画 

［北海道教育委員会］ 

１ 対話を通した学び ２ 研修の方法の工夫 

http://www.tokucen.hokkaido-c.ed.jp/?page_id=902
http://www.tokucen.hokkaido-c.ed.jp/?page_id=902
http://www.tokucen.hokkaido-c.ed.jp/?page_id=1150
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【主な内容】 

説 明 

 

学習指導案を作成することにより、教

科や子供の理解が深まることや、自らの

教育活動を振り返り、指導力の向上につ

ながることについて説明します。 

 

 学習指導案の項目に沿って、単元の目

標や評価規準の位置付けなどの大切な点

や、項目により、個別に記載するなどの特

別支援学校の例について説明します。 

演 習 

 

 受講者が、学習指導案の作成に向け、意

欲や見通しをもてるよう、様式や作成、検

討の進め方などについて確認します。 
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〔セクションⅡ〕授業力レベルアップ 

Ⅱ－５ 主体的・対話的で深い学び 

実施時期の目安 ７～８月 

時間の目安 30分（説明10分、演習20分） 

説明・配付資料 パワーポイントスライド10枚  

 研修資料は、こちら →  

研修動画 無し 

研修の方法 

（推奨する方法） 

説明・演習の両方を指導教諭が実施 ○ 

説明は受講者自身で、演習は指導教諭が実施  

研修の効果を高める 

ための工夫 
    

学校で用意する資料等 単元の指導計画 

【研修のねらい】 

・「主体的・対話的で深い学び」の授業改善の視点について理解する。 

・単元の指導計画を基に、子供が目標の達成に向け、各授業においてどのように学ぶか、「主体的な

学び」、「対話的な学び」、「深い学び」の視点から考え、単元をデザインする技能を身に付ける。 

【研修のポイント】 

○ 「主体的・対話的で深い学び」は、子供に資質・能力をバランスよく育むための授業改善の視点

であり、単元や題材など内容や時間のまとまりを見通して、子供がどのように学ぶかを考える必要

があることを理解し、実践できるようにすることが大切です。 

○ この研修では、単元の指導計画を用いた演習を設定しています。演習を行うためには、単元の指

導計画において育成を目指す資質・能力（単元の目標）が明確になっている必要がありますので、

そのことを確認し、必要に応じて本プログラム「Ⅱ

－２ 単元の指導計画」の研修を実施してください。 

○ 演習では、授業改善の視点について理解を深め、

日常の授業づくりに生かすことができるよう、主体

的な学びや対話的な学びなどの視点を踏まえて、単

元の目標の達成に向けて、どの時間にどのように学

んでいくのか、教師の意図の確認や子供の学ぶ姿を

引き出すための工夫を検討することが考えられます。 

 

１ 対話を通した学び 

令和２年度 特別支援教育教育課程編成の手引 Ｐ14 

［北海道教育委員会］ 

http://www.tokucen.hokkaido-c.ed.jp/?page_id=902
http://www.tokucen.hokkaido-c.ed.jp/?page_id=1150
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【主な内容】 

説 明 

 

「主体的・対話的で深い学び」の授業改

善の視点について、子供の学ぶ姿やそれ

らを引き出すための教師の取組や手立て

について説明します。 

 

 単元の目標の達成に向けて、子供がど

のように学ぶかを、単元を見通しながら

考える必要があることについて、例を示

して説明します。 

演 習 

 

 受講者が担当する単元の指導計画を基

に、単元の目標や指導の意図を確認し、子

供の主体的に学ぶ姿や対話的に学ぶ姿を

引き出し、目標の達成に迫るための工夫

を考えます。 
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〔セクションⅡ〕授業力レベルアップ 

Ⅱ－６ 個別最適な学びと協働的な学び 

実施時期の目安 ８～９月 

時間の目安 35分（説明15分、演習20分） 

説明・配付資料 パワーポイントスライド９枚  

 研修資料は、こちら →  

研修動画 無し 

研修の方法 

（推奨する方法） 

説明・演習の両方を指導教諭が実施 ○ 

説明は受講者自身で、演習は指導教諭が実施  

研修の効果を高める 

ための工夫 
    

学校で用意する資料等 学習指導案（指導略案）、個別の指導計画 

【研修のねらい】 

・「個別最適な学び」と「協働的な学び」について理解する。 

・単元の指導計画や指導略案、個別の指導計画を基にした協議を通して、「個別最適な学び」と「協働

的な学び」の一体的な充実を図る取組や工夫について理解する。 

【研修のポイント】 

○ 「個別最適な学び」と「協働的な学び」は、学習活動の充実の方向性を改めて捉え直す観点です。 

 子供の資質・能力の育成に向けて、学習活動をこれらの観点から見つめ直し、それまで蓄積されて

きた工夫やＩＣＴなどを指導に生かして充実を図り、主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授

業改善につなげていくという考え方を理解できるようにすることが大切です。 

○ この研修では、授業の指導略案を基に、これらの観点で学習活動を見つめ直す演習を設定してい

ます。演習に当たっては、指導略案において、単元の目標を踏まえ、本時の授業において育成を目

指す資質・能力が明確になっている必要があります（本プログラム「Ⅱ－1 授業づくりの基本」）。 

○ 演習では、目標の達成に向けてどのように学ぶか、「個別最適な学

び（指導の個別化）」や「協働的な学び」の観点から捉え、ＩＣＴを

含めた教材の活用や教師による支援の工夫などを検討します。 

○ 特別支援教育においては、個別の指導計画を作成し、「個に応じた

指導」の充実を図ってきたことから、個別の指導計画の記載内容を手

掛かりにして検討することや、指導教諭の実践を例示することによ

り、受講者が理解を深め、授業場面における具体的な工夫を検討でき

るようにすることが考えられます。 

１ 対話を通した学び 

「『個別最適な学び』と『協働的な学び』の一体的な充実 

［文部科学省］ 

https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/new-cs/senseiouen/mext_01317.html
http://www.tokucen.hokkaido-c.ed.jp/?page_id=1150
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【主な内容】 

説 明 

 

「個別最適な学び」と「協働的な学び」

について、答申や通知等を基に説明し、確

認します。 

 

 子供の「個別最適な学び」や「協働的な

学び」の姿の具体やそれらを意図した取組

について説明するとともに、それらを通じ

て「主体的、対話的で深い学び」の実現を

目指していくことを説明します。 

演 習 

 

 受講者が担当する授業の指導略案、担当

する子供の個別の指導計画を基に、「個別

最適な学び」と「協働的な学び」の一体的

な充実を図るための取組や工夫の在り方

について考え、交流します。 

 

 



特別支援学校教員スタート・プログラム（試案） 

 

令和６年（2024年）３月 発行 

 

発行 北海道立特別支援教育センター 

北海道美深高等養護学校 
 

北海道室蘭養護学校 

研究協力校 

 

 

本プログラムに当たり、以下の研究協力校に御協力をいただき、作成することができました。心から

お礼申し上げます。 

 

   ○ 令和５年度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

北海道立特別支援教育センター 

 



※ 研修動画は、こちらをブラウザに貼り付けるとアクセスできます。
http://www.tokucen.hokkaido-
c.ed.jp/setting/page_371/netcommons3/page_id1150/研修動画

※ スライド11は、演習シートを兼ねています。Ａ４サイズで印刷して配付
してください。

これから、「障がいの理解」の研修を始めます。
この研修では、ＩＣＦや障がいの社会モデルに基づく障がいの捉え方を理解

し、子供の行動について、環境因子に目を向け分析する技能を身に付けること
をねらいとしています。
前半に説明、後半に演習を行います。

（時間の目安：説明10分、演習20分）

1



特別支援学校に在籍する子供は、障がいの状態等により、生活や学習などの
場面で、様々な困難さを抱えています。
それらの困難さにより、活動が停滞したり、説明したことと異なる行動を

取ったりすることや、望ましくない行動として表面化する場合もあります。
皆さんは、こうした行動や様子をどのような視点から捉え、教員として対応

しますか？

2



特別支援教育においては、「適切な指導」と「必要な支援」の両方に取り組
むことが求められます。
例えば、感情のコントロールが苦手で、カッとなると友達への暴言や他害が

ある子供がいた場合、学校が子供のためにクールダウンの部屋を用意している
ことがあります。子供が、静かな部屋でクールダウンできるようにすることは、
気持ちの安定を図ることにつながる必要な支援となります。しかし、それ以降
もまた暴言や他害が見られるなど、学校が支援しても、子供の困難が改善・克
服されないというケースがあります。
このことから、クールダウンできる環境を用意することは必要な支援ですが、

支援だけでは子供の持てる力を高めることはできないということが分かります。
子供が、カッとなっても暴言や他害をせずに友達と関われるような適切な指導
が必要です。
適切な指導と必要な支援が効果を発揮し、子供の持てる力が高まることで暴

言や他害が減り、クールダウンの部屋を使用することを減らしていけるように
することが大切であり、効果的で適切な指導及び必要な支援を行うことは、本
人の自立や社会参加、学校が行う支援の負担を軽減することにつながります。

3



障がいのある子供に対して、障がいによって生じる日常生活や学習場面にお
ける様々なつまずきや困難を改善・克服するための指導が、自立活動の指導で
す。
各学校においては、障がいの有る無しに関わらず、全ての子供に対して、心

身の発達の段階等を考慮して教育を行いますが、それだけでは十分ではなく、
障がいの状態等に応じた特別な指導を必要とする子供が、特別支援学校に在籍
して学んでいます。

4



自立活動が指導の対象とする「障がいによる学習上又は生活上の困難」は、
ＷＨＯにおいてＩＣＦ（国際生活機能分類）が採択されたことを踏まえて捉え
る必要があります。
スライドは、ＩＣＦの「構成要素間の相互作用の図」です。
ＩＣＦでは、人間の生活機能は「心身機能・身体構造」、「活動」、「参

加」の三つの要素で構成されており、それらの生活機能に支障がある状態を
「障がい」と捉えています。
そして、生活機能の障がいの状態は、健康状態や環境因子等と相互に影響し

合うものと示されています。
つまり、精神機能や視覚・聴覚などの「心身機能・身体構造」、歩行やＡＤ

Ｌ（食事や排泄、入浴等の日常生活動作）などの「活動」、趣味や地域活動な
どの「参加」といった生活機能との関連で「障がい」を把握することが大切で
す。
個人因子や環境因子等との関わりなども踏まえて、個々の子供の「学習上又

は生活上の困難」を把握したり、その改善・克服を図るための指導の方向性や
関係機関等の連携の在り方などを検討したりすることが、一層求められていま
す。

5



令和３年に中教審から示された、「『令和の日本型学校教育』の構築を目指
して」においては、特別支援教育を担う教師の専門性として、スライド上段に
示した全ての教師に求められる３つの専門性に加え、下の枠内のとおり、教職
員一人一人がいわゆる「社会モデル」の考え方を持ち、個々の子供の学習上や
生活上の困難を、子供の立場に立って捉えて、指導や支援の内容等を検討して
いくことができる力の育成が求められています。

6



「社会モデル」の考え方を理解するための例示として、まず、その対となる
「医学モデル」について説明します。
例えば、授業中、落ち着きがない子供がいたとします。
そのような子供の様子について、「医学モデル」で考えると、「この子は、

落ち着きがないなぁ。」、「病院に行って診察してもらってはどうだろう
か。」など、落ち着きがないことについて、子供の心身機能等だけを原因とす
ることになり、保護者に対し、医療機関の受診を勧めることになるかもしれま
せん。

この子供について、病院に相談する必要が全くないとは言い切れませんが、
この言葉を聞いた子供や保護者は、どのように受け止めるでしょうか。

7



次に、「社会モデル」で考えます。
「落ち着きがないのは、環境のせいかもしれない。」、「興味のある活動を

取り入れるなど、学習活動の工夫や改善が必要かもしれない。」というように、
子供の目線や環境の側から授業や学習内容、手立てに原因があるかもしれない
と考え、まず、学習者が能動的に学習できる働き掛けなどについての支援を検
討することになります。
この場合、授業において興味のあるものを教材に取り入れてみることや動き

のある活動場面を設定すること、活動の見通しが持てるように提示の方法を工
夫することを試みるなど、教員間や保護者と連携するなどして必要な支援を探
り、共通理解を図っていきます。

8



「社会モデル」で考えるとは、気になる行動を子供の心身機能や特性が要因
となって起こると考える「医学モデル」とは異なり、心身機能や特性と身の回
りの状況や目に見えないルールなどの環境との相互作用によって、気になる行
動が大きくなったり、小さくなったりするという考え方です。
環境との相互作用が困難を生み、気になる行動を大きくしているという考え

方をすることは、子供の立場になって困難を捉えることにつながるため、子供
や保護者にとっても受け止めやすい考え方となります。
また、障がいのある子供が、障がいの状態等により、本人が頑張っていても

困難さが生じ、うまく対応することが難しいことについて、本人のせいにした
り頑張らせたりするのではなく、関わる人も含めて環境因子と捉え、どのよう
な工夫や配慮をすることで主体的に学ぶことができるか、ステップアップして
いけるかを子供に寄り添って検討していくための大切な考え方です。

9



子供のつまずきや気になる行動に対する指導や支援を考える時に、子供の見
える姿だけを見て指導すべき課題を明確にしても、効果的な指導とならない場
合があります。
その行動を引き起こす背景として見えない要因があることを理解し、一人一

人がどのような苦手さを持っているのかを探っていくことが求められます。
見えない要因を探るためには、課題となる行動に関する事前の状況などの行

動観察が必要です。
また、複数の教員による情報収集や本人の話、以前から継続している課題か、

これまでに見られなかった課題かなど、多面的・多角的に検討します。
この時に、本人の障がいの状態等の個人因子だけでなく、環境の面からも考

えることが重要です。

（以下、必要に応じて「氷山モデル」について説明する。）
このように、その行動の困難さを理解するために、氷山に例えて見立てると

いう考え方があります。
氷山は、水面上に見える部分だけでなく、水面下にある部分の方が大きいこ

とから、全体像を見るときには、その氷山の一角に注目するのではなく、水面
下の隠された部分を見ることが重要であり、この考え方を「氷山モデル」と言
います。

10



氷山モデルを用いた演習をします。
実際に担当している子供について、見える姿と見えない要因について考え、

今後の指導や支援に生かせるよう整理をしてみましょう。

＜演習の進め方の例＞
① 個人思考（２分）
・実際に担当している子供の様子を思い浮かべ、見える姿である「子供
の行動等」を記入します。

② 個人思考（３分）
・見えない要因には、どのようなことが考えられるか、スライド10で示
した手掛かりの中から具体的に考えられることを書き入れてみましょ
う。

③ 交流（15分）
・受講者同士や指導教諭と交流しましょう。
・順番に①と②を発表し、②について、他にも考えられることを意見交
流しましょう。

（時間経過後）
これで、「障がいの理解」の研修を終わります。

11



※ 研修動画は、こちらをブラウザに貼り付けるとアクセスできます。
http://www.tokucen.hokkaido-
c.ed.jp/setting/page_371/netcommons3/page_id1150/研修動画

これから、「知的障がいの特性と基本的な対応」の研修を始めます。
この研修では、知的障がいの特性やそれによって生じる困難さについて理解

し、困難さに応じた関わり方を工夫できるようにすることをねらいとしていま
す。
前半に説明、後半に演習を行います。

（時間の目安：説明15分、演習20分）

1



文部科学省から出された「障害のある子供の教育支援の手引」に示されてい
る定義を確認します。
「知的障害とは、一般に、同年齢の子供と比べて、『認知や言語などにかか

わる知的機能』の発達に遅れが認められ、『他人との意思の交換、日常生活や
社会生活、安全、仕事、余暇利用などについての適応能力』も不十分であり、
特別な支援や配慮が必要な状態とされている。また、その状態は、環境的・社
会的条件で変わり得る可能性があると言われている。」とあります。
赤で示したところは、いわゆる「知的機能」と呼ばれる内容で、青で示した

ところは、いわゆる「適応行動」と呼ばれる内容です。

2



まずは、知的機能について確認しましょう。
知的機能とは、認知や言語、記憶や学習、判断などに関係する機能のことを

指し、「その発達に明らかな遅れがある」ということは、同年齢の子供と比較
した際に、これらの機能に平均的な水準より明らかな遅れがある状態を指しま
す。
知的機能の発達の明らかな遅れについては、国内及び国外の精神医学書等で

は、おおむね知能指数が70～75程度以下を平均的水準以下としていますが、判
断に当たっては、使用した知能検査等の誤差の範囲や検査時の身体や心理的状
態、検査者との信頼関係の状態などの影響を考慮する必要があります。
また、検査や調査、観察などによって得られた資料は、子供の実態の全てを

表しているのではなく、幾つかの視点から捉えた実態の一部であり、更にそれ
らは、ある時点のある条件下の状態であることに留意する必要があります。
更に、知的機能の発達の状況を把握する上では、知能検査の結果がほぼ同じ

であっても、生活年齢や経験などによって、その状態像が大きく異なる場合も
あることに留意する必要があります。

3



次に適応行動についてです。
適応行動とは、「日常生活において機能するために人々が学習した、概念的、

社会的及び実用的なスキルの集合」とされています。
適応行動に困難さがあるということは、適応能力が十分に育っていない状態

を指します。具体的には、他人との意思の交換、日常生活や社会生活、安全、
仕事、余暇利用などについて、その年齢段階に標準的に要求されるまでには
至っていないということであり、適応行動の習得や習熟に困難があるために、
実際の生活において支障や不利益を来している状態を指します。
適応行動の困難さの有無を判断する場合は、子供一人一人に必要な支援や配

慮無しに、適応行動の習得が可能であるかということや、同じ年齢段階の者に
標準的に要求されるものと同様の適応行動をとることが可能であるかどうかを
把握しておく必要があります。

4



特別支援学校学習指導要領解説各教科等編では、適応行動の困難さとしてス
ライドのような例が示されています。
知的障がいのある子供は、複雑な事柄や込み入った文章・会話の理解が不得

手であったり、おつりのやり取りのような日常生活の中での計算が苦手だった
りすることがあります。

5



知的障がいのある方に見られる特徴をいくつか紹介します。
学習技能については、学齢期の子供や成人では、年齢相応に期待される読

字・書字・算数などの学習技能の習得が難しく、支援が必要な場合が多くあり
ます。
繰り返し取り組めば身に付けることができますが、学んだことを、実際の生

活の場面の中で生かすことが難しかったり、時間が経つと忘れてしまうといっ
た特徴があります。
また、抽象的思考や実行機能、短期記憶の苦手さがあり、計画を立てたり、

優先順位をつけることが難しいことがあります。
そのため、いくつかのことを同時に行うことが難しかったり、いつもと違う

出来事があると、どうしたら良いかが分からず、うまく対応できないなどの様
子も見られます。
コミュニケーション面では、抽象的な言葉や難しい言葉を理解することが苦

手だったり、同時にいくつものことを言われたりすると、理解できないことが
あります。
そのため、分からなくても「はい」と言ったり、「いや」となかなか言えな

かったりすることや、たくさんのことを話したくても、途中で忘れてしまった
り、文章がうまくまとまらず、思っていることをうまく伝えられなかったりす
ることがあります。
また、細かい手先を使った作業の遂行や持続が難しく、同年代と比べて、食

事や身支度など、身の回りのことの自立に時間が掛かることがあります。複雑
な日常生活上の課題には支援が必要であったり、自立するには長期的な支援が
必要であったりする場合があります。

６



こちらは、知的障がいのある方に起こりやすいことを、年代別で示していま
す。
小さい頃は特徴が目立たなくても、年齢が上がり、自分でやらないといけな

いことが増えると、困りごとが増えて、本人や周りが気付くことがあります。
一見、障がいを感じさせない方もいますが、複雑な会話が苦手であったり、

考えるのに少し時間が掛かったり、状況を判断して予想や計画を立てることが
難しいという方もいます。
知的障がいのある方は、日常生活や学校生活の中で、「分からない」経験や

「どうしたらいいの？」と困る場面、「精一杯やっているのにまた怒られた」
などの経験から、自信を持てず、スライドに示したような気持ちになりやすい
と言われています。
本人や周りの人が特徴を理解すること、そして困りごとに対して特徴に合わ

せた工夫をしていくことで、より生活しやすくなる可能性があります。

７



では、特徴と困難さを踏まえ、知的障がいのある子供に「分かりやすく伝え
る工夫」について説明します。
始めに、「『視覚的な情報』で伝える」です。
知的障がいのある子供は、目に見えないものや抽象的な概念を理解すること

が困難な傾向にあります。
そのような時は、イラストやカード、写真など、視覚的な情報を見せながら

説明することにより、分かりやすく伝えることができます。
市販されているイラストやカードを使用したり、子供が日頃使っているおも

ちゃや食器などを写真に撮って利用したりすることも効果的です。
また、最近はＩＣＴ機器も普及し、身近に活用できる状況にあります。タブ

レット端末で写真を撮ったり、イラストやカードを取り込んだりする方法もあ
るので、子供の実態に合った方法を工夫することが大切になります。

8



次に、「本人の理解度に合わせて具体的に伝える」です。
知的障がいのある子供は、「これ」や「あれ」、「ちょっと」など、抽象的

な表現を理解したり、難しい言葉を理解したりすることが苦手です。
学校でよく使う「ちゃんと座りましょう」や「早くしてください」といった

指示も、教員が言う「ちゃんと」がどのような姿なのか、どのように早くする
と良いのかが分からないと力の発揮につながりにくい面があります。
例えば「何分までに終わらせましょう」と伝えたり「背筋を伸ばして、膝に

手を置いて座りましょう」と伝えたりするなど、曖昧な表現は避け、具体的で
分かりやすい伝え方に変換します。また、本人の理解度に応じて、プリントや
教科書には平仮名で振り仮名を振るなど、情報を伝わりやすくする工夫も大切
です。
人の話をすぐに理解するというのは障がいの有無を問わず難しいものです。

どこまで理解できているのか確認しながら、本人が知っている言葉を使って説
明したり、ときには手本を示したりするなど、具体的に伝えることが大切です。

9



次に、「一度にたくさん伝えない」ことについてです。
一度に複数のことを伝えようとすると、いくつか内容が抜け落ちて伝わらな

いことがあります。そのため、伝えたことを忘れてしまったり、一つしか実行
していなかったりすることがありますが、これは、意欲がなかったり、反抗し
ているわけではありません。
「〇〇をして、その次に〇〇をして、終わったら〇〇をしてください」では

なく、「〇〇をしてください」と短く伝え、一つのことが終わってから次のこ
とを伝えるなど、本人の理解度に応じて、一つひとつ伝えたり、必要に応じて
やることを具体的にメモに書いて渡したりすることが大切です。
知的障がいのある子供に説明がうまく伝わらない時は、「複数の指示や複雑

な説明になっていないか」を確認するようにします。

10



それでは、ここからは、知的障がいの特性を踏まえて、具体的な関わり方の
工夫を考えてみましょう。
（次のスライド【演習シート】をＡ５又はＡ４サイズで配付しておく。）

こちらのスライドは、東京都保健福祉局のWebページに掲載されている、知的
障がいの特性を紹介するページを参考に作成したものです。知的障がいの特性
についていくつか例を挙げましたが、実際の生活場面では、スライドのような
困難さを感じる場面があるのではないでしょうか。
このスライドのような困難さを抱えている知的障がいのある子供がいた場合、

皆さんは、どのような関わり方の工夫を行うでしょうか。
関わり方の工夫を考えてみましょう。

＜演習の進め方の例＞
① 個人思考（５分）
・３つの例について、考えた対応を記入します。

② 交流（10分）
・受講者同士や指導教諭と交流しましょう。
・順番に①を発表し、他にも考えられる対応について意見交流しましょ
う。

☆ 指導教諭は、受講者が具体的にイメージして考えることができるよう、
日常の指導の中で自身が行っている関わりや他の教員の対応を思い出し、
振り返るよう促す。

☆ 指導教諭は、受講者が対応について理解できるよう、交流の場面で、経
験談や実践などの実際に行っている対応や工夫について説明する。

11



（時間経過後、説明する。）

例えば、①の場合は、本人のできることに目を向けて課題を設定することで
自信を持って取り組めるかもしれません。また、視覚的な情報やモデルを見せ
て、意思を確認するなどにより、課題の内容を理解したり、見通しを持つこと
ができるのではないでしょうか。
②の場合は、言葉だけではなく、やることをメモに書いて伝えたり、ひとつ

ひとつ指示を出すと分かりやすくなるかもしれません。
③の場合は、漢字に振り仮名があると、書かれている内容を理解して行動で

きるかもしれません。

知的障がいのある子供に関わる際は、本人の行動観察や各種の発達検査、保
護者などへの聞き取りから、その子供の発達像を捉えるとともに、どのような
支援があると分かりやすいのか、本人が力を発揮できるかを考えながら関わる
ことが大切です。

これで、「知的障がいの特性と基本的な対応」の研修を終わります。

12



※ 研修動画は、こちらをブラウザに貼り付けるとアクセスできます。
http://www.tokucen.hokkaido-
c.ed.jp/setting/page_371/netcommons3/page_id1150/研修動画

これから、知的障がいのある子供の「実態把握」についての研修を始めます。
この研修は、知的障がいのある子供の実態把握の内容について理解するととも

に、演習を通して、子供の実態を整理し、把握する技能を身に付けることをねら
いとしています。
前半に説明、後半に演習を行います。

（時間の目安：説明10分、演習20分）

1



特別支援教育は、子供一人一人の教育的ニーズに応じて適切な指導や必要な支
援を行うものであり、そのためには子供の理解が欠かせません。
子供の理解のためには、学校生活のどのような場面でどのような行動が見られ

るのか、「障がい」として理解するのではなく、日常の行動観察から、個々の子
供の「特性」として理解し、対応を工夫する必要があります。
そのためには、主観的な理解から客観的な理解へ、更に共感的な理解へと段階

を進めていくことが求められます。
「主観的理解」とは、子供と触れ合ったり、観察したりして、教員がありのま

まに思ったことや感じたことを基に理解することです。
例えば、「挨拶や返事をする礼儀正しい子供」、「一方的に話をしてしまう子

供」、「できないことがあっても繰り返し頑張る子供」などと理解することです。
「客観的理解」とは、保護者からの情報（生育歴、相談歴、行動の特徴等）、

医療等からの情報（障がいの状況、治療内容等）、心理検査の情報から理解を図
ることです。
そして「共感的理解」とは、子供の行為を結果だけで捉えるのではなく、なぜ

そのような行動を取ったのか、子供の立場になって原因を探って理解することで
す。
例えば、表情から、「本当はしたくないのにやっているな」、「友達を叩いた

のはおもちゃが欲しかったからかな」と子供の心情を想像して、読み取ることが
求められます。
情報の収集と活用のポイントにも示しているとおり、子供を理解する際には教

員一人の思い込みにならないように、あるいは検査や調査の結果のみで判断する
ことがないように、複数の教員で様々な視点から情報収集し、多面的・総合的に
子供を理解することが大切です。

2



障がいの特性を踏まえ、子供に対して適切に支援するためには、実態把握が大
切です。
実態把握における情報収集には、スライドの４つの観点が挙げられます。
「医学的な情報」や「保護者からの情報」、「心理学的な情報」については、

関係機関や専門機関、保護者との連携により得ることができます。
これらの情報を総合して実態を把握することが理想ですが、実際は、難しい場

合も多いと思います。
ただ、どの学校でも、「教育的な情報」については、学級担任や教科担任から、

学習の状況や興味・関心、指導上の配慮事項等の情報を得て、校内で情報を共有
することができます。
また、校内において、教員同士で情報を共有することで、本人の障がいの状態

をより的確に把握することにつながります。

3



実態把握においては、子供のよさと課題の両面を把握することが大切です。
子供一人一人の持てる力を高めるために、まず、その子供のよさは何か、どの

ように生かし、伸ばしていくか、課題については、どのように改善していくか把
握するようにします。
子供の行動を把握し分析する際には、なぜそのような行動や言動が生じている

のかという背景要因に着目することも大切です。
例えば、友達のことを叩いてしまう子供がいた場合、行動のみに着目すると友

達を叩かないことが目標となるが、上手く友達を呼んだり気持ちを伝えたりでき
ないから叩いてしまうという背景が理解されていると、指導目標も変わり得ると
いうことです。
実態把握は、学級担任が見取るだけでなく、可能であれば本人から話を聞いた

り、保護者や他の教員から情報を集めたりするなど、様々な方法で行うことがで
きます。
個別の指導計画や個別の教育支援計画を活用した引継ぎにより、情報を得るこ

ともできます。

4



実態把握の方法や内容は様々なものがありますが、ここでは、「障害のある子
供の教育支援の手引」から、教育的な情報を収集するための実態把握の項目を示
しています。
なお、この手引には、知的障がい以外の障がいについても、実態把握の項目が

掲載されていますので、必要に応じて参考にしてください。
知的障がいのある子供は、知的機能の発達の遅れから、他者との意思疎通が困

難であり、日常生活を送るために支援を必要としています。
知的障がいのある子供の発達の状態を把握する上では、食事や排せつなどの身

辺自立、買い物や公共機関の利用などの社会生活能力、集団行動などの社会性、
学習や運動の力、言葉の理解や表出などのコミュニケーションの状況について把
握します。
行動観察によって適応行動の困難さを把握する場合は、同年齢の子供と遊んだ

り、一緒に行動したりすることができるかどうか、その年齢段階において標準的
に要求される身辺処理ができるかどうかなどを把握するようにします。

5



本人の知的障がいの状態の把握に当たっては、学習等の課題に対する取組の様
子や、主体的に行動しようとしているかなどの姿勢や態度について把握します。

6



集団生活を送るために必要な力が身に付いているかという点では、遊びの中で
の友達との関わりや興味・関心、対人関係や身体の動き、自己の理解などの社会
性の発達の状況を把握する必要があります。
就学や転学をした子供などの場合、保護者や幼稚園、発達支援センター等と連

携し、個別の教育支援計画を活用した引継ぎなどを通じて、対人関係や自己の理
解について、それまでの状況を把握することが大切です。

7



8

それでは、ここからは演習を行います。
演習シートと、個別の指導計画など、子供の実態に関する情報が記載されてい

る資料を準備してください。
この演習では、「障害のある子供の教育支援の手引」に示されている実態把握

の項目を基に、担当している子供の実態について整理し把握します。
演習を通して、子供の課題やよさに目を向けたり、行動や様子を環境の側面

（障がいの「社会モデル」）から捉え、実態を整理し、指導や支援に生かせるよ
うにしましょう。

＜演習の進め方の例＞
① 個人思考（10分）
・演習シートに記入します。

② 交流（10分）
・受講者同士や指導教諭と交流しましょう。

☆ 指導教諭は、受講者が、子供の困難さだけでなく、よさに目を向けて捉
えることができるよう、問い掛けたり、自身が担当する子供の姿や捉え方
を例示したりする。

☆ 指導教諭は、対話を通して、受講者が自身の考えを振り返ったり整理し
たりできるよう促し、研修後の実態把握や指導・支援に生かすことができ
るようにする。

〔受講者への問いの例〕
・子供の得意なことや興味・関心のあること、持ち味は何か。
・子供ができそうなことは何か。
・子供が一人では難しいが、支援や励ましを受けながら、取り組もうとす
ることは何か。それは、どのようにするとできそうか。

・子供にとって困難なことには、どのようなことがあるか。それは、どの
ような原因が背景にあると考えられるか。

（時間経過後）
これで、知的障がいのある子供の実態把握についての研修を終わります。



Ⅰ－３ 実態把握 【演習用シート】 

実態把握の項目 子供のよさ 

・得意なこと、興味・関心のあること 

・その子らしさ、持ち味 

子供の課題 

・できそうなことは何か 

・どのようにしたらできそうか 

・困難なことなどは何か 

・その原因は何か 

Ａ 学習意欲や学習に対する取組の姿勢や学習内容の習得の状況 

１ 学習の態度（着席行動、姿勢

保持）が身に付いているか。 

２ 学習や課題に対して主体的に

取り組む態度が見られるか。 

３ 学習や課題に対する理解力や

集中力があるか。 

４ 読み・書き・計算などの学習

の習得の状況はどうか。 

  

Ｂ 自立への意欲 

１ 自分で周囲の状況を把握し

て、行動しようとするか。 

２ 周囲の状況を判断して、自分

自身で安全管理や危険回避がで

きるか。 

３ 自分でできることを、他者に

依存していないか。 

４ 周囲の支援を活用して、自分

のやりたいことを実現しようと

するか。 

  

Ｃ 対人関係 

１ 実用的なコミュニケーション

が可能であるか。 

２ 協調性があり、友達と仲良く

できるか。 

３ 集団に積極的に参加すること

ができるか。 

４ 集団生活の中で、一定の役割

を果たすことができるか。 

５ 自分の意思を十分表現するこ

とができるか。 

  

 



Ｄ 身体の動き 

１ 粗大運動が円滑にできてい

るか。 

２ 微細運動が円滑にできてい

るか。 

３ 目と手の協応動作が円滑に

できているか。 

  

Ｅ 自己の理解 

１ 学習上又は生活上の困難を

改善・克服しようとする意欲

をもっているか。 

２ 自分のできないこと・でき

ることについての認識をもっ

ているか。 

３ 自分のできないことに関し

て、教師や友達の支援を適切

に求めることができるか。 

  

 



※ 研修動画は、こちらをブラウザに貼り付けるとアクセスできます。
http://www.tokucen.hokkaido-
c.ed.jp/setting/page_371/netcommons3/page_id1150/研修動画

これから、「自立活動の指導の基本」の研修を始めます。
この研修では、知的障がいの状態に応じた自立活動についての説明や、指導

内容を整理する演習を通して、自立活動の指導について理解することをねらい
としています。
前半に説明、後半に演習を行います。

（時間の目安：説明20分、演習20分）

1



はじめに、障がいの捉え方について確認します。
左側のＩＣＩＤＨは、ＷＨＯがＩＣＦ（国際生活機能分類）を採択する前の

障がいの捉え方を示したものであり、図からも分かるように、一方向のみの矢
印となっています。
一方、右側は、本プログラムの「Ⅰ－1 障がいの理解」でも説明した、ＩＣ

Ｆの図で、「生活機能」と「障がい」の状態は、「健康状態」や「環境因子」
等と相互に影響し合うものとされています。
障がいを、疾病等に基づく一方向な見方で捉え、その子供の苦手な課題ばか

りに迫り、その課題を解決できなければ、活動することも社会に参加すること
もできないものと捉えるのではなく、生活機能に支障がある状態として捉える
ことが大切です。
そして、障がいを周囲の環境や個人の性格等も含めた総合的な捉え方で見る

ことにより、「本人が頑張るところと、環境により支えるところを、バランス
よく捉える」という視点を持つことが大切です。

2



次に、「自立活動の意義」についてです。
そもそも、自立活動とは何かについて確認しましょう。
小・中学校等の教育は、子供の生活年齢に即して系統的・段階的に進められ

ています。
そして、その教育の内容は、子供の発達の段階等に即して選定されたものが

配列されており、それらを順に教育することにより人間として調和のとれた育
成が期待されています。
しかし、障がいのある子供の場合は、その障がいによって、日常生活や学習

場面において様々なつまずきや困難が生じることから、小・中学校等の子供と
同じように心身の発達の段階等を考慮して教育するだけでは十分とは言えませ
ん。
そこで、個々の障がいによる学習上又は生活上の困難を改善・克服するため

の指導が必要となります。
このため、特別支援学校においては、小・中学校等と同様の各教科等に加え

て、特に自立活動の領域を設定し、それらを指導することによって、人間とし
て調和のとれた育成を目指しています。

3



こちらは、自立活動の目標です。
「個々の児童又は生徒が自立を目指し、障がいによる学習上又は生活上の困

難を主体的に改善・克服するために必要な知識、技能、態度及び習慣を養い、
もって心身の調和的発達の基盤を培う。」とあります。
注意しなければならないのは、「心身の調和的発達の基盤を培う」であって、

「心身の調和的発達を培う」ではないことです。
そのことを分かりやすく示したのが、下の図になります。自立活動と教科等

はこのような関係性になっています。
つまり、自立活動で基盤を培っていかないと、各教科等の資質・能力が積み

上がっていかないのです。
また逆に、「自立活動だけしていれば良いのではないか」という声も耳にし

ますが、基盤を培う自立活動を行っても、その上に教科等を積み上げていかな
ければ、「心身の調和的発達の基盤を培う」ことができません。
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次に、自立活動の内容についてです。
各教科等の「内容」は、全ての子供に対して確実に指導しなければならない

内容です。
これに対して、自立活動の「内容」は、その全てを取り扱うものではなく、

個々の子供の実態に応じて、必要な項目を選定して取り扱うものです。
自立活動の「内容」は、「人間としての基本的な行動を遂行するために必要

な要素」と、「障害による学習上又は生活上の困難を改善・克服するために必
要な要素」で構成しており、それらの代表的な要素である27項目を「健康の保
持」、「心理的な安定」、「人間関係の形成」、「環境の把握」、「身体の動
き」及び「コミュニケーション」の６つの区分に分類・整理したものとなりま
す。
自立活動の「内容」は、個々の子供に設定される具体的な「指導内容」の要

素となるものですので、個々の子供に設定される具体的な指導内容は、実態把
握に基づき、自立を目指して設定される指導目標（ねらい）を達成するために、
自立活動の内容の６区分27項目から必要な項目を選定し、それらを相互に関連
付けて設定する必要があります。
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学習指導要領には、実態把握から具体的な指導内容を設定するまでの流れの
例（流れ図）が示されています。
実態把握は、情報収集したものを、３つの段階で整理します。
実態から得られた課題から中心的な課題を抽出します。
そして、指導目標を明確にし、自立活動の内容である６区分27項目を関連付

けながら具体的な指導内容を選定していくものです。
ポイントは、自立活動は何でもやっていいというわけではなく、自立活動の

内容に即して課題を整理し、自立活動の内容を関連付けながら指導することが
大切であるということです。
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具体的な指導方法に触れる前に、ここまで説明してきた、知的障がいのある
子供の状態やその特性から、自立活動の必要性について説明します。
知的障がいのある子供においては、知的障がいに随伴して、言語、運動、動

作、情緒、行動等の特定の分野に、顕著な発達の遅れや特に配慮を必要とする
様々な状態像が見られます。
例えば、言語理解の程度に比較して、表出言語が極めて少ないことや全体的

な身体機能の発達の程度に比較して、特に平衡感覚が未熟なこと、また、心理
状態が不安定になり、パニックになりやすいこと、極めて動きが多く、注意集
中が困難なこと等があげられます。

7



このスライドの図は、知的障がいのある子供の自立活動の必要性について示
したものです。
知的障がいに随伴して、顕著な発達の遅れや特に配慮を必要とする様々な状

態がある場合、知的発達の遅れや適応行動に応じた各教科等の指導だけでは改
善を図ることは難しいと考えられます。
そこで、個々の子供の障がいの状態による困難の改善等を図るための指導の

形態である「自立活動」を行うことにより、顕著な発達の遅れや特に配慮を必
要とする様々な状態に対応するとともに、人間として調和のとれた育成を目指
すことが必要となるのです。
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ここからは、自立活動の指導事例を説明します。
この事例は、知的障がい特別支援学校の職業学科における、各教科等を合わ

せた指導の中で実施する自立活動の指導についてです。

生徒Ｇさんは、高等部第１学年に在籍しています。
学校では、特定の友達や学級担任とはコミュニケーションをとることができ、

困った時は学級担任に相談することができる反面、学級担任以外の教員に対し
ては、困った時に、自分から援助を依頼することができなかったり、どのよう
に伝えたらよいかが分からず固まってしまったりすることがあります。
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Ｇさんは、高等部卒業後の進路について、一般企業への就労を希望していま
す。
一つ前のスライドにあったＧさんの状態や、Ｇさんの将来の働く生活を考え、

「困った時に周囲の人に援助を依頼することができる。」という指導目標を設
定しました。
この指導目標を達成するために、自立活動の内容から、「心理的な安定」の

(3)、「人間関係の形成」の(3)など、４つの項目を関連付けて指導内容を設定
しました。
具体的な指導内容は、３点設定しています。
１点目は、困ったことを相手に伝えることにより、課題が解決されたり、効

率的に活動を進めたりできる経験を積み重ね、自分から伝えようとする意欲を
育てることをねらい、「① 困った時に援助を依頼し、課題を解決できたとい
う経験を積み重ね、人との関わりに自信を持つ。」という指導内容を設定しま
した。
２点目は、将来の生活や仕事の場面を想定すると、常にコミュニケーション

しやすい相手が近くにいるとは限らず、状況によっては他の人に伝えなければ
ならないことも想定されるため、「② 状況に応じて、伝える相手を判断す
る。」という指導内容を設定しました。
３点目は、困っていることを具体的に伝えられるようになる必要があるため、

「③ 文例を参考に、困ったことを他者に分かりやすく伝える。」という指導
内容を設定しました。
次のスライドでは、主に具体的な指導内容の②と③について説明します。
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Ｇさんへの作業学習での指導方法を例示しています。
Ｇさんは、作業中に分からないことや困ったことがあると、話しやすい特定

の教員に相談することが多いですが、その教員が別の作業を担当していたり、
他の生徒の対応をしていたりする場合、他の教員に相談できず、作業の手が止
まってしまうことが課題となっていました。
そこで、作業学習の前に相談できる教員を３名程度決め、本生徒と確認した

り、相談できる教員の顔写真を掲示したりして、状況に応じて相談する教員を
自分で選択できるようにしました。
また、困ったことを伝える文例を示したカードを複数用意して作業を行う場

所に掲示し、カードの文面を参考に自分の困っていることや、助けてもらいた
いことを相手に伝えられるようにするとともに、少しずつ伝えられる教員や場
面を広げていくようにしました。
生徒の変容としては、作業中に困ったことがあると、自分から対応可能な教

員を判断して相談することができるようになるなど、成果が見られました。
このように、子供の実態に応じ、流れ図を参考にして自立活動の目標や内容

を整理し、指導内容を決定していくことが大切です。
また、一つ前のスライドには示していませんが、事例のように作業学習の場

面で指導するなど、具体的な指導内容を場面を逃さず指導できるよう、いつ・
どこで指導するのか、指導場面を記載し、明確にすることも大切です。
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特別支援学校の自立活動の指導の事例については、令和５年度特別支援教育
教育課程改善の手引の第３章に掲載していますので、参考にしてください。
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それでは、ここからは演習を行います。
演習シートと担当している子供の個別の指導計画を準備してください。
この演習では、実態把握から具体的な指導内容を設定するまでの流れの例

（流れ図）を、指導事例を基に簡略化したものを用いて、担当している子供の
自立活動の指導内容や指導場面などを整理していきます。

＜演習の進め方の例＞
① 個人思考（10分）
・演習シートに記入します。

② 交流（10分）
・受講者同士や指導教諭と交流しましょう。

☆ 指導教諭は、子供の困難さの背景にある障がいの特性等に注目させ、ど
のような指導があれば、学習上又は生活上の困難さが改善するかとの問い
や、自立活動の指導によりどのようなことが身に付くのか、身に付いたこ
とが各教科等の学習や日常生活の中でどのように生かされるのかなどの問
いを立て、受講者が、自立活動について理解を深められるようにする。

☆ また、指導教諭は、自身が担当する子供を例示したりする。

〔受講者への問いの例〕
・子供に、自立活動の指導によりどのようなことが身に付くのか。
・子供に身に付いたことは、各教科等の学習や日常生活の中でどのように
生かされるのか。

・演習シートに記載した具体的な指導内容と指導場面を踏まえ、実際にど
のように指導するか。

（時間経過後）
これで、「自立活動の指導の基本」の研修を終わります。
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Ⅰ－４ 自立活動の指導の基本 【演習シート】 
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※ 研修動画は、こちらをブラウザに貼り付けるとアクセスできます。
http://www.tokucen.hokkaido-
c.ed.jp/setting/page_371/netcommons3/page_id1150/研修動画

これから、「個別の指導計画」の研修を始めます。
この研修では、個別の指導計画の目的や、作成、活用の留意点とともに、自校

の個別の指導計画の作成・評価等の進め方について理解することをねらいとして
います。
前半に説明、後半に演習を行います。

（時間の目安：説明10分、演習20分）
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まず、個別の指導計画とは何かを説明して、次のスライドから、作成の根拠や
留意する点などについて説明します。
個別の指導計画とは、一人一人の指導目標や指導内容、方法等を明らかにする

もので、きめ細かい指導を行うための基盤となるものです。
障がいのある子供は、障がいの状態や発達の段階、特性等が一人一人異なって

いて多様であり、障がい名が同じでも、育ってきた環境や発達の段階は一人一人
違います。
そのため、実態に即した指導となるよう、指導を評価し、改善を図り続ける必

要があります。
一度考えた指導目標や内容、方法は、指導の効果や子供の成長などから、実態

に合わないものになっていくことがあります。
個別の指導計画を作成することで、教員自身がそれに気付き、指導を最適化し

ていくことができます。
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「個別の教育支援計画」と「個別の指導計画」の性格の違いについて、整理し
ます。
個別の教育支援計画は、子供の障がいの状態や、障がいに基づく教育的ニーズ、

本人・保護者の意見などを基に、どのように指導や支援を行うか、医療や福祉機
関などとも連携を図り、卒業後の生活の様子まで見通した長期的視点に立ち、
「一貫」して的確な教育的支援を行うために作成するものです。
一方、個別の指導計画は、学校において障がいのある子供に指導や支援を行う

際、その時間、どのような目標を掲げ、いつ、どこで、誰が、何を、どのように
指導するかを、できるだけ具体的に設定し、指導の結果についても、何がどの程
度できるようになったか明らかにするために作成するものであり、二つの計画の
性格は異なります。
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スライド上段は、個別の指導計画を作成する根拠です。
学習指導要領には、各教科等の指導に当たって、個別の指導計画を作成するこ

とと示されています。
一つ、言葉の確認をします。
「各教科等」とは、何のことでしょうか？
「各教科等」は、教育課程によって取り扱うものが異なる場合はありますが、

各教科、道徳科、外国語活動、総合的な学習の時間、特別活動及び自立活動のこ
とです。
それら各教科等の指導に当たっては、子供の障がいの状態や発達の段階、学習

の進度等を考慮して、基礎的・基本的な事項に重点を置くことや、学習内容を確
実に身に付けることができるよう、指導方法や指導体制の工夫改善をすることに
配慮しながら、個別の指導計画を作成する必要があります。

4



個別の指導計画は、何のために作成するのでしょうか。
特別支援学校の子供の実態は、障がいの状態が重度・重複化するなど、多様化

しています。
始めに説明したように、障がい種や診断名は同じでも、障がいの特性や発達の

段階等が個々に異なります。
こうした子供の実態に即して、一人一人の指導目標、指導内容及び指導方法を

明確にし、きめ細やかに指導するために、個別の指導計画を作成します。
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個別の指導計画を作成することで、このような効果が期待されます。
例えば、取組の見通しが持てるため、系統的な指導につながったり、指導内容

や方法、手立てを記載している個別の指導計画を、交流及び共同学習などを行う
際の共通理解のツールとして使ったりすることができます。
また、個別の指導計画は、目標が記載されているため、何に向かって学習して

いるのか、今、どの程度まで取組が進んでいるのか、保護者にも分かりやすく伝
えることができます。
更に、個別の指導計画の作成や評価等で、保護者と話し合ったり、経過を報告

したりすることにより、学校の取組や指導に対して保護者の理解と協力が得られ
ます。
目標を立て、評価を行うため、個別の指導計画自体が引継ぎに役立つ資料とな

ることなどが考えられます。
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個別の指導計画の作成に当たっては、児童生徒の実態を把握し、指導目標や指
導内容を設定していきますが、各教科と自立活動でその手続きは異なります。
例えば、各教科において作成する個別の指導計画は、児童生徒一人一人の各教

科の習得状況の確認などの実態把握が必要です。
また、自立活動は、各教科のようにその全ての内容を取り扱うものではなく、

個々の児童生徒の実態に即した指導目標を達成するために必要な項目を選定して
取り扱うものであるため、児童生徒の困難さやよさなどの実態把握に基づき、指
導すべき課題を整理し、指導目標や指導内容を設定します。

※ 各教科の実態把握については、必要に応じて、「Ⅱ－２ 単元の指導
計画」を参照してください。

※ 自立活動の実態把握については、同じく、「Ⅰ－３ 実態把握」を参
照してください。

こうした手続きの違いがあることを踏まえ、各教科において教員間の共通理解
を図り指導の系統性を担保するとともに、自立活動においても、個別の指導計画
に基づく系統的な指導を展開するために、各学校において、個別の指導計画に盛
り込む事項を整理する必要があります。
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そのための取組として、個別の指導計画の様式や進め方の工夫などが考えられ
ます。
例えば、各教科等の指導については、子供が卒業するまでにどのような資質・

能力の育成を目指すのか、各教科の指導内容の発展性を踏まえ、指導目標を明確
にすることができるようにしたり、指導内容を習得し指導目標を達成するために、
子供一人一人に対する指導上の配慮事項を付記したりすることが挙げられます。
また、自立活動については、個別の指導計画に基づく系統的な指導を展開する

ために、個別の指導計画の作成担当者は、なぜその指導目標を設定したのかなど、
その設定に至るまでの考え方（指導仮説）について記述し、次の担当者に引き継
ぐような工夫が大切です。
後ほど、自校の個別の指導計画を用いた演習を行いますので、その時に、これ

らのことを踏まえて自校ではどのように工夫しているか、（指導教諭から）説明
します。
個別の指導計画は、子供の実態を把握した上で作成されるものですが、子供に

とって適切な計画であるかどうかは、実際の指導を通して明らかになるものです。
そのため、より効果的な指導を行うことができるよう、計画（Plan）－実践

（Do）－評価（Check）－改善（Action）のサイクルにおいて、適宜評価を行い、
指導目標や指導内容、指導方法を改善する必要があります。
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9

それでは、ここからは演習を行います。
自校の個別の指導計画を準備してください。（ある場合は、個別の指導計画に

作成に関わる自校の資料も準備する。）
この演習では、個別の指導計画の様式、作成・評価等の流れ、実態把握から指

導目標や指導内容を設定する進め方などについて指導教諭と確認し、理解するこ
とをねらいとしています。
個別の指導計画や関わる資料を基に、スライドに示したことなどについて指導

教諭が説明したり、質問を受け付けたりして、受講者が個別の指導計画に基づき、
子供への指導や支援ができるようにしましょう。

＜演習の進め方の例＞
① 自校の個別の指導計画についての確認（10分）
・スライドに示した内容を基に、指導教諭から説明する。

② 質疑（10分）
・受講者から質問する。

☆ 指導教諭は、受講者が、個別の指導計画について理解して指導や支援を
行ったり、作成や評価の参考としたりすることができるよう、説明の中で、
各教科等の指導目標や指導内容を明確にするための手続きや効果的な指導
を行うための評価・改善などについて、学校において定めていることのほ
か、自身が工夫していることや大切にしていることを説明する。

（時間経過後）
これで、「個別の指導計画」の研修を終わります。



※ 研修動画は、こちらをブラウザに貼り付けるとアクセスできます。
http://www.tokucen.hokkaido-
c.ed.jp/setting/page_371/netcommons3/page_id1150/研修動画

これから、「個別の教育支援計画」の研修を始めます。
この研修は、個別の教育支援計画の目的や、作成、活用の留意点とともに、

自校の個別の教育支援計画を基に、担当する子供への支援の内容や引継ぎへの
活用について理解することをねらいとしています。
前半に説明、後半に演習を行います。

（時間の目安：説明10分、演習20分）
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個別の教育支援計画についてです。
個別の教育支援計画とは、障がいのある子供の発達段階に応じて、教育、医

療、福祉、労働等の関係機関が連携・協力などの適切な役割分担の下、一人一
人のニーズに対応して適切な支援を行うために作成する個別の支援計画のこと
で、このうち、子供に対して、教育機関が中心となって作成するものを、個別
の教育支援計画と言います。

障がいのある子供は、学校生活だけでなく家庭生活や地域での生活を含め、
長期的な視点で幼児期から学校卒業後までの一貫した支援を行うことが重要で
す。
子供は、学校だけでなく、家庭で過ごすなど、学校以外にも多くの人と関

わっていて、学校での様子がその子供の全てではありません。
また、小学部を卒業して中学部、高等部等と、各ライフステージにおいて、

関わる人や機関は広がっていきます。
このため、教育関係者のみならず、家庭や医療、福祉などの関係機関と連携

することができるよう、それぞれの側面から把握した情報や取組を示した個別
の教育支援計画を作成し活用していくことが大切です。

個別の教育支援計画を作成し活用することにより、学校内だけでなく、保護
者や関係者とも子供の多面的・多角的な情報を共有することができます。
また、情報が蓄積され、関係者で共有できるので、子供の将来を見据えた支

援についてよりよく考えていくことができます。
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個別の教育支援計画の作成については、学校教育法施行規則及び学習指導要
領において、このように示されています。
特に、平成30年の学校教育法施行規則の一部改正により、個別の教育支援計

画は、各学校が作成するものであることと、保護者の同意がない場合でも作成
する必要があることが明確に示されました。
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スライドは、個別の教育支援計画に記載される内容の例です。
・Ｂさんが、どのような環境で育ってきたのか(困難さの気付きの時期、こ
れまでの支援内容など) 

・Ｂさんは、何が得意で何が好きなのか
・ＢさんやＢさんの保護者は、将来に向けてどんな願いを持っているのか
などがあります。

個別の教育支援計画は、個別の指導計画を作成する、つまり、指導内容や指
導方法を決める際の材料となります。
個別の指導計画の作成に当たり、指導内容及び指導方法を検討する際は、医

学的な診断や手帳の有無のみに捕らわれることのないように留意し、総合的な
見地から判断する必要があります。
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令和３年６月に文部科学省から個別の教育支援計画の参考様式が示されまし
た。
本様式は、これまでの各地方公共団体、学校における取組や学習指導要領等

を踏まえ、最低限記載されることが望ましいと考えられる事項を明確化したも
ので、個別の教育支援計画の電子化を推進するための参考となる資料です。
本様式は、Excelデータで公開されており、プロフィールシートと支援シート

に分かれています。
既に、各教育委員会や各学校では、個別の教育支援計画の様式が作成され、

活用されていることと思います。
本様式は、現在使用している様式の仕様を妨げるものではありませんが、学

校内外でのＩＣＴを活用した情報共有が可能となるよう、各学校や地域の実情
に応じて項目を追加して活用したり、域内で様式を統一したり、校務支援シス
テムを導入する際の参考とすることができます。
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障がいのある子供には、学校生活や家庭生活、地域での生活を含め、長期的
な視点で幼児期から学校卒業後まで一貫した支援を行うことが重要です。
このことを踏まえ、教育関係者のみならず、家庭や医療、福祉などの関係機

関と連携するため、個別の教育支援計画において、支援の目標を立て、それぞ
れが提供する支援の内容を具体的に記述し、支援の内容を整理したり、関連付
けたりするなど関係機関の役割を明確にすることが大切です。
支援の目標を立てたり、支援の内容を整理する際には、障がいのある子供が

生活の中で遭遇する制約や困難を改善・克服するために、本人及び保護者の意
向や将来の希望などを踏まえ、在籍校のみならず、例えば、家庭、医療機関に
おける療育事業及び福祉機関における児童発達支援事業において、実際にどの
ような支援が必要で可能であるかを考えます。
関係者間で個々の子供の実態等を的確に把握したり、共通に理解したりでき

るようにするためには、国際生活機能分類（ＩＣＦ）の考え方を参考とするこ
とも有効です。
ＩＣＦの考え方については、「Ⅰ－４ 自立活動」で説明していますので、

参考にしてください。

また、学校において提供される教育的支援の内容については、教科等横断的
な視点から個々の子供の障がいの状態や特性及び心身の発達の段階等に応じた
指導内容や指導方法の工夫を検討する際の情報として各教科等にわたる個別の
指導計画に生かしていくことが重要です。
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個別の教育支援計画の活用に当たっては、例えば、就学前に作成される個別
の支援計画を引き継ぎ、適切な支援の目的や教育的支援の内容を設定したり、
進路先に在学中の支援の目的や教育的支援の内容を伝えたりするなど、就学前
から就学時、そして進学先まで、切れ目ない支援に生かすことが大切です。

また、関係機関との連携に当たっては、個別の教育支援計画には、多くの関
係者が関与することから、保護者の同意を事前に得るなど個人情報の適切な取
扱いに十分留意し、連携の意図や引き継ぐ内容等について保護者の理解を得る
とともに、各教科等における配慮の内容や取組の成果が進学先でも生かされる
ようにするなど、必要な支援が切れ目なく継続して行われるよう、個別の教育
支援計画等を活用して連携を図ることが大切です。
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それでは、ここからは演習を行います。
担当している子供の個別の教育支援計画と個別の指導計画を準備してくださ

い。
この演習では、個別の教育支援計画における支援の内容を指導内容や指導方

法の工夫に生かすことや、必要な支援を切れ目なく行うため、個別の教育支援
計画を活用して引き継ぐことを理解できるようにすることをねらいとしていま
す。
個別の教育支援計画を基に、本人及び保護者の意向や学校における支援の内

容について確認し、個別の指導計画における指導方法の工夫や、学級担任間や
関係機関等との引継ぎ・情報共有に活用できるようにしましょう。

＜演習の進め方の例＞
① 個人思考（10分）
・スライドに示した内容を基に、個別の教育支援計画や個別の指導計画
の該当箇所に印を付けたり、書き出したりする。

② 交流（10分）
・受講者同士や指導教諭と交流する。

☆ 指導教諭は、受講者が、個別の教育支援計画について理解を深め、支援
の内容を整理したり引き継いだりする参考となるよう、学校で定めている
ことに加え、指導教諭が自らの実践において大切にしていることなどを説
明する。

☆ 指導教諭は、受講者が、作成や保護者との懇談を行う見通しがある場合
は、それらを円滑に進められるよう、本人及び保護者の意向の聞き取りや
支援の内容の検討を進める際の工夫、気を付けていることなどについて、
指導教諭から実際の経験等を例示して説明するなど、演習の内容を変更し
て行うなど工夫する。

（時間経過後）
これで、「個別の教育支援計画」の研修を終わります。



これから、「教員間の連携」についての研修を始めます。
この研修では、授業だけでなく、学級・学年の業務、分掌業務等における教

員間の連携のポイントについて理解するとともに、日常の業務から自己の役割
や取組状況を振り返り、自己理解を深めることをねらいとしています。
冒頭で少し交流をしますが、前半に説明、後半に演習を行います。

（時間の目安：説明15分、演習20分）
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「なぜ教員間の連携が必要なのでしょうか。」「どのような場面で教員間の
連携が必要でしょうか。」と問われた時、あなたはどう答えますか。

あなたの考えを、周りの人と交流してみましょう。
（受講者同士で交流する。）
（受講者が一人の場合、個人ワークとして自分の考えをまとめる。）

※２分程度交流する。

今交流（思考）した内容を基に、教員間の連携について、理解を深めていき
ましょう。



私たち教員の仕事とは何ですかと問われた時、どのように答えることができ
るでしょうか。
「授業をはじめとした学習指導」「学年・学部経営」「学級経営」「いじめ

や問題行動への対処等の生徒指導」「各自に割り振られた分掌業務」「保護者
対応」「行事の企画・運営」「関係機関との連携」など、多くのことが考えら
れるのではないでしょうか。
「校務」とは、「学校の仕事全体を指すものであり、学校の仕事全体とは、

学校がその目的である教育事業を遂行するため必要とされる全ての仕事」とさ
れており、その中で教員の「職務」とは、「「校務」のうち職員に与えられて
果たすべき任務・担当する役割」です。
具体的には、授業・学習指導、学級担任等の学級経営、生徒指導を中心とし

た業務があり、初任段階の教員においても、校内において担う仕事となります。
教員としてこれらの仕事を進める際には、教員一人で取り組むのではなく、

複数の教員が連携して取り組む必要があります。
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北海道教育委員会では、北海道における「求める教員像」として３点示して
いますが、その中で「学校づくりを担う一員として、地域等とも連携・協働し
ながら、課題解決に取り組む教員」が示されています。
その中で、キーとなる資質能力として、初任段階の教員に求められているも

のの中で、教員間の連携に関わる内容が３点あります。
１点目は、コミュニケーション能力（対人関係能力を含む）です。自らの職

務の充実に向け、上司や同僚などに相談や質問等を積極的に行う力です。
２点目は、組織的・協働的な課題対応・解決能力です。自らの学びと実践の

省察をし、組織の一員としての自覚を持って、学校づくりに関わり、求められ
る役割を果たす力です。
３点目は、人材育成に貢献する力です。他の教職員との関わりを大切にし、

疑問点や悩みを相談したり、共有し合ったりしながら、互いに高め合おうとす
る力です。
初任段階の教員として、これらの力を付けていくことが求められています。
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特別支援学校の授業では、ティーム・ティーチングの指導方式を利用して、
指導を行う場面が多いことと思います。
ティーム・ティーチングとは、複数の教員が役割を分担し、協力し合いなが

ら指導計画を立て、指導する方式のことです。
ティーム・ティーチングを行う上では、授業づくりの各段階において、教員

が共同で進めることや、各段階で教員同士が授業に対する十分な共通理解を図
ることが必要とされています。
ティーム・ティーチングで共通理解する内容として、スライドの５点が挙げ

られます。
① 児童生徒の個別目標
② 授業展開
③ 役割分担
④ 展開や活動内容、個別目標を考えたティーム・ティーチングの指

導・支援内容の確認
⑤ 評価（児童生徒の姿、教師の手立て） です。
ティーム・ティーチングによる授業では、次のような効果があります。
「児童生徒の実態を、多くの視点から理解することができる。」「個々の教

師の専門性や特性を生かし創造的な授業を実施することができる。」「学習グ
ループを多様に編成することができ、一人一人の能力や特性に応じた指導が可
能になる。」などがあります。
また、不適切な運用がされた場合、陥りやすい問題点としては、「教師が他

者に依存的になり、児童生徒への働き掛けが滞る。」「サブとなる教師の働き
掛けが児童生徒の補助や管理だけに終始する。」「その場かぎりの対応とな
る。」があります。
これらの問題に陥らないようにするためには、事前に打合せの時間を取り、

授業や児童生徒についての意思疎通、意見交換を通じて、共通理解を図ると
いった教員間の連携が重要です。
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学年・学級経営の場面から、教員間の連携について考えてみます。
学年経営とは、各学級の実態を踏まえながら、学年全体が互いに協力し合い、

学年の教育目標の達成を目指して営まれるものです。
学年の教員は、各学級の特性や指導上の課題を把握した上で、学年主任を中

心に意見交流や情報交換を深め、共通理解の上に指導をしていく体制を確立し、
見通しを持った計画の下で学年の目標を達成していくことが大切です。
例えば、「指導内容や指導方針を統一する」「児童生徒の指導に必要な情報

の交換をする」「学年の教師間の連絡・調整を円滑に行う」「年間指導計画に
基づき授業進度を調整する」「同学年教師による研修体制を確立し互いに啓発
し合う」「学年の教師が相互に協力し合える体制を実現する」といったことが
あります。
いずれも、共通理解がなければなし得るものではなく、学年の教員間で連携

した取組が求められています。
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学級経営とは、学校の教育目標を実現するために学級を基本の組織として展
開される教育活動の計画、実施及び評価など学級担任が関わる全ての活動です。
より良い学級経営を目指すため、児童生徒一人一人のよさや可能性を伸ばし

たり、学級内で起こる問題を解決したりするためには、他の教員と連携・協力
しながら指導に当たることが必要です。
学年経営における学年間の連携に留まらず、学級経営では他学年の教員や養

護教諭にも広く助言を求めるなど、多くの視点から学級の児童生徒の様子を捉
え関わっていくなど、校内の協働体制を確立することが大切です。
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子供の抱える複雑化・多様化した問題や課題を解決するために、「チームと
しての学校」が求められており、生徒指導においてもチーム学校による生徒指
導体制を構築することが大切です。
学校を基盤としたチームによる連携・協働を実現するためには、次のような

姿勢が求められます。

① 一人で抱え込まない。
一人でやれることには限界があります。一人で仕事をこなさなくてはという

思い込みを捨てて組織で関わることで、子供の理解も対応も柔軟できめ細かい
ものになります。

② どんなことでも全体に問題を投げ掛ける。
些細なことでも、学年会や校務分掌の会議、職員会議、ケース会議等に報告

し、常に問題を学年全体、学校全体として共有する雰囲気を生み出すことが大
切です。

③ 管理職を中心に、ミドルリーダーが機能するネットワークを作る。
トップダウンのピラミッド型組織ではなく、情報の収集と伝達を円滑に進め

るためのネットワークを学校の内外に作ることが求められます。その際、連携
した行動の核となる司令塔としてミドルリーダーの存在が重要であり、 必要な
情報を伝達していく必要があります。

④ 同僚間での継続的な振り返り（リフレクション）を大切にする。
思い込みや独りよがりに陥らないためには、常に自分たちの考えや行動を自

己点検する必要があります。しかし、一人で内省的に振り返りを行うことには
限界があります。同僚の教員間で継続的に振り返りを行うことで自身の認知や
行動の特性を自覚することができ、幅広い他者との協働が可能になります。
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組織的・効果的な生徒指導を行うには、教職員が気軽に話ができる学び合う
同僚性が基盤となります。
生徒指導実践について困った時に、同僚教職員やスタッフに相談に乗っても

らえる、改善策や打開策を親身に考えてもらえる、具体的な助言や助力をして
もらえる等、教職員同士が支え合える関係性が大切になります。
生徒指導では、未経験の課題性の高い対応を迫られることがあります。
自分の不安や困り感を同僚に開示できない、素直に助けてほしいと言えない、

努力しているが解決の糸口が見付からない、自己の実践に肯定的評価がなされ
ない等により、強い不安感、焦燥感、閉塞感、孤立感を抱き、心理的ストレス
の高い状態が継続することがあります。
不安や苦しみを自覚した時に、一人で抱え込まず、身近な教職員に相談する

ことができる職場の人間関係を形成していくことが大切です。
こうした「互いに支え合い、成長し高め合う関係」である同僚性は、生徒指

導をはじめ、教員の業務全般に必要となってきます。
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それでは、ここからは演習を行います。
この演習では、説明した「ティーム・ティーチング」や「学級経営」などに

おける教員間の連携について、「今後の取組に生かそうと思ったこと」や「指
導教諭に聞いてみたいこと」などを記入して、交流します。
記入や交流を通して、自身の役割や取組状況を振り返り、今後の業務におい

て教員間の連携を図るなど、生かしていただきたいと思います。

＜演習の進め方の例＞
① 個人思考（５分）
・スライドの各欄に、「今後の取組に生かそうと思ったこと」や「指導
教諭に聞いてみたいこと」などを記入する。

② 交流（15分）
・受講者同士や指導教諭と交流しましょう。

☆ 指導教諭は、受講者が、自分事として具体的に捉えることができるよう、
大切であると感じたことや聞いてみたいことについて下記の「問いの例」
を参照して聞き、言語化できるようにしたり、指導教諭が経験談を話した
りする。

〔受講者への問いの例〕
・教員間の連携において、自分ができていることは何か。
・自分の身の回りで、教員間の連携が充実している点は何か。
・教員間の連携を図る上で、自分の課題や取り組みたいことは何か。
・自分一人でやらなければならないと感じている業務はあるか。
・教員間の連携で、困ったことや聞きたいことはあるか。
・同僚性のある職場づくりに向けて、自分ができることは何か。

（時間経過後）
これで、教員間の連携についての研修を終わります。



これから、「保護者への対応」についての研修を始めます。
この研修は、保護者への初期対応の心構えや保護者の要望等に対する学校に

おける組織的な対応について理解することをねらいとしています。
前半に説明、後半に演習を行います。

（時間の目安：説明15分、演習20分）

1



まず、それぞれで、保護者への対応で不安なことや困ったことについてスラ
イドの空欄に記入しましょう。＜２分間＞

2



教員が保護者と接する機会には、スライドにあるように学級懇談や個人面談、
保護者への連絡、保護者からの要望・訴えなど、様々な場面があります。
また、学校には、保護者から電話や連絡帳、来校などにより、多種多様な情

報が寄せられます。その中には、素朴な質問や相談、学校に対する不安や不満、
要望や苦情などもあります。保護者のどのような意見であっても、私たちの接
し方によってその後の流れが変わってしまうことが多くあります。より良い対
応を行うためには、先入観で相手を判断したり、勝手に決め付けた対応をした
りすることなく、その時の保護者の意見を聴き、その背景にある事情や心情を
把握することが大切です。
では、ここから、少しでも保護者への対応で不安等を軽減し、適切に対応す

るために、対応の仕方などを見ていきましょう。
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素朴な質問や相談であっても、こちらの初期対応が不適切なものだったり誤
解されかねないものだったりすると、学校に対する不満や不信感が生じ、無理
難題や過剰な要求に発展することがあります。
逆に、最初は不満や苦情であったのに、よく聴いて丁寧に対応していくうち

に、互いの誤解が解け、相互理解が深まり、学校と協力関係が結べることもあ
ります。
これも本来は学校も家庭も、子供のためという同じ目標を共有している仲な

のですから、決して不思議なことではありません。
まずは、気持ちを聴き取ろうという姿勢がとても大切なことです。
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話を聴く時の基本は、７対３と言われています。こちらが話す割合が３、相
手が話す割合が７、このくらいで相手の話を聴くと相手はちょうど５対５ぐら
いで話したと感じるそうです。
そして、大切なことは、傾聴・受容・共感の心を持って対応することです。
傾聴は、相手が何を伝えたいかに意識を向け、相手の話を注意深く、真摯に

耳・目・心を用いて聴くことです。「なぜそう思ったのだろう。」「そうか、
じゃあどんなふうなことが出来るのだろう。」と、相手に興味を持ちながら
「もっと知りたい。」という態度で上手に相槌などしながら聴くことが大切に
なります。
受容は、相談者の相談内容や要望等が、理解できないものであったとしても、

まずは、批判や意見をせずに受け止めることです。
共感は、相手の立場になって、その気持ちと相談するに至った背景やニーズ

を理解し共有することです。保護者の心情に寄り添い、「○○してほしいとお
考えなのですね。」「～ということが腹立たしく感じるのですね。」などと、
そのことを言葉にします。

これを丁寧に行うことで、その後の展開が大きく変わります。保護者は「分
かってもらえた。」という気持ちになれ、聴いてもらうことを通して、自分の
気持ちをまとめ、振り返ることもしやすくなります。
ただし、事実を確認せずに同調してしまえば、そのことを認めたことになり

ますから注意が必要です。

学校問題の対応に当たっては、傾聴・受容・共感を基本に保護者等とその思
いを共有化した上で、 事実を調査した後、学校のできること、できないことを
明確にしつつ（限界設定）、子供のために何ができるかを保護者等と一緒に考
えていく姿勢がとても大切です。
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子供のために何ができるかを保護者等と一緒に考えていく姿勢を持ち、信頼
感を築いていく時には、心理的事実の受容と客観的事実の吟味も大事になりま
す。
例えば、「先生、うちの子が財布を盗まれたんです。」と駆け込んできたと

します。そこで、「本当ですか。勘違いではないんですか。」や「どこかに置
いてきたのではないですか。」などと保護者を否定するような対応をしてはい
けません。なぜなら、本当に盗まれたのかもしれませんし、あるいは、勘違い
して別のカバンに入っているのかもしれませんが、我が子の財布が盗まれたの
ではないかと感じてとても困っているのは事実だからです。これを心理的事実
と言います。ですから、まずはその保護者の気持ちを受け止めることが大事に
なります。
そして、落ち着いたところで、「お母さん、それは心配ですよね。お財布が

無いのですね。○○さんも困ったでしょう。」と、傾聴・受容・共感を基本に
保護者等とその思いを共有します。
次に、お財布が置き忘れてしまったのか、落としてしまったのかという客観

的事実を吟味します。その時には、保護者の心の中が整理整頓されつつありま
すので、ここからは丁寧に聴くことが大切になります。
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状況に応じて、謝罪が必要な時は、心理的事実と客観的事実を区別した上で、
適切に謝罪することが必要です。相手が感情を害していることは、たとえ相手
側に誤解があったとしても、こちら側のこれまでの対応から不快な気持ちにさ
せてしまった可能性があります。心配を掛けてしまっていること、不愉快にさ
せたことについては「そのような気持ちにさせてしまい申し訳ございませ
ん。」と伝えることが、多くの場合、相手と協力関係を築くことにつながりま
す。
同時に、客観的事実（その事実が実際あったかということ）が確認できてい

ない時点では、曖昧な回答や約束はしないようにします。その場しのぎの不用
意な発言、言い逃れは、その後の対応を長期化させてしまうことにもつながり
ます。至急、学校として事実の確認をして、その後の方針や見通しを伝えるこ
とを約束します。

次に、記録の取り方ですが、話を聴きながら、客観的に事実関係を記録して
いきます。
子供同士のトラブル等では、その後、子供本人（当事者）から聴き取り、周

囲の関係する子供からも確認することが重要です。記録の中に、こちらの主観
が必要以上に混ざってしまうと、事実確認が曖昧になったり、記録を開示した
際に相手から誤解されたりするおそれがあります。
また、対応が長期化したり、問題が再発したりすることも考えられます。個

別の記録ファイルを作成するなどして、時系列で、いつ、だれが、どのような
対応をしたのか等の記録をまとめておくと、問題が再度起きた場合の資料にな
ります。
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そして、大切なことは、管理職へすぐ一報を入れることです。
担任等が一人で抱え込むことにより、早期に行うべき適切な対応を逸してし

まうことが多くあります。「自分一人で処理したい。公にしたくない。」とい
う思いが、かえって問題を大きくしてしまいます。 まずは、管理職へ一報を入
れ、対応について指示を受けることが大切です。
最終的には校長判断になります。独断で動いてはいけません。同時に、主幹

教諭や主任教諭等、関係教職員とも情報を共有し、みんなで知恵を出し合いな
がら、解決の糸口を見付けることが大事になります。

組織としての対応を円滑にするためには「報告、連絡、相談（ホウレンソ
ウ）」が大切です。その後に調整、理解、確認という流れを付け加えます。ど
のように組織で関わるか役割を調整し、誰が何をするかを理解し、お互いに進
捗を確認することで、より良い対応を見付けていくことができます。

また、待たされている側は、時間が長く感じられるものです。要望や苦情を
受けた相手への連絡は早ければ早いほど、トラブルの未然防止につながります。
ただし、慎重に検討すべきことを、慌てて回答することは禁物です。その場合
は、その日の学校での対応の経過報告、現段階での今後の見通しの報告をこま
めにするだけでも相手は安心します。
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学校に寄せられた要望や苦情については、組織的に対応することが大切です。
今後、行わなければならないことを組織として検討するとともに、経過報告や
対応策について、個人としてではなく、組織として回答することが大切です。

※ スライドは、役割分担の例であるため、指導教諭は自校の場合につい
て、組織や役割分担を踏まえて説明する。

また、状況によっては、保護者等が来校される場合があります。
スライドには示していませんが、進行役や話を聴く役、方針の伝達役、場の

雰囲気を和らげる役等の役割を決めておいたり、あらかじめやり取りを想定し
て、誰がどのタイミングで話をするかを打ち合わせておくなど、やはり、組織
的に対応することが大切です。
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聴き取り等で得られた情報を整理し、どこに解決のヒントがあるかを把握し、
仮説を立てます。この仮説を「見立て」とも言います。
「見立て」は、学校の組織力が試されます。あらゆる資源（人材等）を活用

し、できる限り多面的・多角的な情報を出し合い、共有します。得られた情報
を基に、子供を巡る問題状況、背景、要因等を把握し、問題解決につながる仮
説を立てます。
・要望や苦情の趣旨、背景は何か。
・真に子供のためになる対応は何か。
・学校ができることと、できないことは何か、などの観点を基に、「見立
て」ていきます。

次に、「手立て」を検討します。
「見立て」で把握された子供を巡る問題状況、背景、要因を、どのように支

援したり介入したりするかという対応方針が「手立て」です。
・学校はどういう事実に対して、何をどう改善し、誰にどのように指導し
たらいいのか。

・外部の専門機関に助言を依頼することは何か、などの観点を基に、今後
の「手立て」を検討します。

保護者から何か相談された時は、一人で判断せず、学級担任や学年主任等に
報告し、組織として対応することが大切になります。
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まとめです。
対応する際の大切な視点をまとめました。

１つ目は、相手の立場に立ってよく話を聴くことです。傾聴・受容・共感の
対応が基本になります。
２つ目は、記録を取ることです。客観的に時系列に沿って記録することが大

切です。
そして、チーム学校で対応することです。些細なことでも、気になることが

あれば、報告・連絡・相談することが大切です。

まとめとして対応する際の大切な視点をお伝えしましたが、常に大切にして
ほしい考え方は、「子供にとって何が一番大切なのか。」ということです。
その考えを忘れず、チーム学校として保護者と対応することが大事になりま

す。
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それでは、ここからは演習を行います。
この演習では、保護者から子供に関する要望や連絡を受け、それに対してど

のように対応するかを考えます。
場面の想定や、保護者からあった要望や連絡の内容は、この後、（指導教諭

から）提示します。

＜演習の進め方の例＞
① 事例の提示
・指導教諭は、場面の想定や、保護者からあった要望や連絡の内容を提
示する。

② 個人思考（10分）
・受講者は、その場での初期対応や、その後の対応を考え、スライドな
どに記入する。

③ 交流（10分）
・受講者同士や指導教諭と交流する。

☆ 指導教諭は、受講者が保護者への対応について自分事として捉え、理解
を深められるよう、自身が実際に経験した事例を提示したり、受講者が話
し合った内容を価値付けしたりしながら、実際の対応を説明するなど工夫
する。

〔提示する、保護者からの要望や連絡の例〕
・「最近、家で泣くことが多くなったのですが、学校で何かありました
か？」

・「昨日、家に帰ってきたら、右足に小さな傷があったのですが、…？」
・「同じクラスの○○さんに叩かれたと言っているのですが、…？」
・「学校に行きたくないと言っているのですが、…？」

（時間経過後）
これで、保護者への対応についての研修を終わります。
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これから、「授業づくりの基本」についての研修を始めます。
この研修では、１単位時間の授業の目標を明確にするとともに、子供の姿を

具体的に想定し、目標に正対した学習活動を位置付けることについて理解する
ことをねらいとしています。
前半に説明、後半に学習指導案を基に検討する演習を行います。

（時間の目安：説明10分、演習20分）
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授業づくりにおいては、「『ねらい』から『まとめ・振り返り』までの１単
位時間のデザイン」をすることが大切です。

学習活動は、限られた時間内で、本時のねらいを達成するものです。
そのため、単元全体を通して、身に付けさせたい力を育成することができる

よう、単元の指導計画を基に１単位時間のねらいを明確にし、子供の思考の流
れや課題解決の筋道を明らかにして、ねらいに正対した学習活動を位置付ける
ことが重要です。

スライドにはポイントを２点示していますが、主に下の枠囲みの内容につい
て説明します。
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１単位時間の授業を構想する際に重要なことは、授業者が「目標を達成した
子供の姿を具体的に想定していること」です。
授業の流れはスムーズで、活動は展開されていたけれども、目標を達成した

子供の姿（評価規準）を具体的に想定できていないため、本時の目標を達成が
できたかどうか曖昧になっている場合があります。
目標を達成した子供の姿が曖昧だと、講じた手立てが良かったのか、何のた

めの手立てなのかも不明確になってしまうため、授業改善が難しくなります。
子供にどのような姿が見られたら目標達成となるのか、ねらいを実現した子

供の姿を評価規準として、具体的に想定し、授業に関わる教員間で共通理解し
ておくことが重要です。

また、ねらいに正対したまとめと振り返りを設定することも大切です。
振り返りにおいては、今日の目標（課題）は何で、どうだったか（達成でき

たか、どんなことが分かったか）など、子供自身が振り返る視点を示すことが
大切です。
知的障がいのある子供には、まとめや振り返りの内容について、「いつ行っ

た何のことを思い出したり、考えたりすれば良いか」が分かるように工夫する
必要があります。
例えば、創作する活動で、出来上がった物よりも作る過程を振り返ってほし

い時には、子供の活動場面を写真や動画に撮って、見せながら言葉での説明を
して振り返りをすることが考えられます。
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ここからは、事例を基に説明します。
これは、知的障がい特別支援学校中学部の保健体育科の「ダンス」の単元の

目標と評価規準の作成例です。
中学部の保健体育科のダンス領域の内容と学習評価の参考資料を基に作成し

たものです。
目標と評価規準を３つの観点で位置付けています。
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これは、単元の指導計画の例です。
単元の目標を踏まえて、１単位時間において育成を目指す資質・能力の観点

や評価規準を位置付けています。
単元を計画する際には、１単位時間に身に付けさせたい資質・能力を明確に

するとともに、授業ごとの評価や、単元の目標や展開を踏まえて、どのタイミ
ングでどのような方法で評価を行うか、計画を立てておくことが大切です。
また、単元の指導計画の作成に当たっては、教員が教える場面や子供に考え

させる場面をどこに設定するかということや、どこで知識・技能を身に付け、
それを使った学習活動をどこに設定するか、それまでの学習をどこで振り返る
かなど、子供が学ぶ姿や学ぶ過程をイメージしながら学習活動を組み立てるこ
とが大切です。
スライドに示した計画を例にすると、基本となる知識・技能を習得し、振り

付けの検討や練習を経て一度発表し、他者との関わりなどから振り返り、２回
目の発表会で力を発揮できるようにダンスを改善したり技能を身に付けたりし
ていくといったように構成されています。
子供が、単元を通して目指すことは何なのか、学習活動に対して目的や見通

しを持てるようにすることは、主体的な取組につながります。
スライドの赤い枠に注目してください。
この時間は、「思考力、判断力、表現力等」の目標に向けた授業です。
生徒のどのような姿を目指した授業が考えられるでしょうか。
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単元の「思考力、判断力、表現力等」の目標は、「ステップや振り付けの得
意・不得意に気付き、ダンスの内容を考えたり工夫したりしたことを友達に伝
える」であり、本時の目標は、「踊る振り付けについて考え、意見を言う」で
す。
こうしたことを踏まえると、この時間は、「生徒が、前時に学んだ知識・技

能を踏まえ、踊るダンスの振り付けや順序などを考え、意見を言う」といった、
思考・判断・表現する姿を目指すとともに、評価することが考えられます。
こうした姿を目指し、目標の達成に向け、導入場面での既習事項の確認、展

開場面における本時の課題の提示や学習活動の位置付け、発問、振り付けを考
える視点の提示などを工夫します。
授業では、ダンスの振り付けを確認したり練習したりする場面などがあり、

技能に目が行きがちですが、単元の目標や評価規準を踏まえ、本時のねらいを
明確化することが大切です。

6



7

保健体育科の「ダンス」の単元の事例を基に説明しました。
事例における本時の目標は、資質・能力の三つの柱のうち「思考力、判断力、

表現力等」で、目標を焦点化することにより、生徒の考えている姿や表現して
いる姿を見取って評価することができますし、それを目指した学習活動の設定
や発問をすることになります。
学習指導要領に示されている各教科の内容は、育成を目指す資質・能力の三

つの柱で整理されており、単元の目標は、資質・能力の三つの柱から設定しま
すが、実際の１単位時間の授業で三つの柱の目標を達成することは難しいこと
です。
そのため、学習内容を考慮しながら、目標及び評価規準を焦点化することが

大切です。
単元全体を通して、身に付けさせたい力を育成するために、単元の指導計画

を基に１単位時間のねらいを明確にし、本時のねらいに正対した学習活動を位
置付け、評価規準との関連を図ることが大切です。



8

それでは、ここから演習を行います。
皆さんが担当している授業の学習指導案（指導略案）を準備してください。
この演習では、学習指導案を基に、目標を達成した子供の具体的な姿を想定

し、学習活動の位置付けや手立てを検討することを通して、本時の目標を資
質・能力の三つの柱から焦点化して設定することを理解することをねらいとし
ています。
授業において、本時の目標を明確にし、正対した学習活動を位置付け、子供

の姿を見取ることができるよう、実際の学習指導案を基に、本時の目標は資
質・能力の３つのうちどれなのか、子供にどのような姿が見られたら達成とな
るのかなどについて、個人思考を行ったり、話し合ったりしましょう。

＜演習の進め方の例＞
① 個人思考（10分）
② 協議（10分）

☆ 指導教諭は、受講者に、個人思考の観点をスライドに示した内容を参考
に提示するとともに、協議において、それらの観点で受講者に問い掛けた
り、一緒に考えたりするなどして、受講者が対話しながら授業づくりに対
する理解を深め、意欲や見通しを持てるようにする。

〔個人思考及び協議の観点の例〕
・本時の目標を焦点化すると、資質・能力のうちのどれか。
・その内容はどの教科の内容か。
・本時において、子供にどのような姿が見られたら、本時の目標の達成と
なるのか。

・目標に迫る子供の姿を、どの場面でどのようにして見取るか。
・目標の達成に向けた、課題の提示、学習活動、発問、振り返りは、どの
ような工夫が考えられるか。

（時間経過後）
これで、「授業づくりの基本」の研修を終わります。



これから、単元の指導計画についての研修を始めます。
この研修では、単元の指導計画を作成する際に、子供の実態を基に育成を目

指す資質・能力を明確化することや、評価規準を踏まえた学習活動の位置付け
について理解することをねらいとしています。
前半に説明、後半に演習を行います。

（時間の目安：説明15分、演習20分）

1



まずは、「単元」と「単元の指導計画」について確認しましょう。
教科等において、一定の目標や主題を中心として組織された学習内容のまと

まりのことを「単元」といい、単元の実際の指導に向けて、年間指導計画に盛
り込まれた内容をより具体化したものが「単元の指導計画」です。

単元の指導計画を作成する際は、子供の実態を踏まえるとともに、教科等の
系統性や発展性を考慮しながら、学習内容を位置付けていきます。

2



単元の指導計画は、単元という学習のまとまりの中で、子供がどのような資
質・能力を身に付けていくのかという、目指す子供像、すなわち、単元の目標
を明確にするために重要なものです。
また、その目標達成のために、教員が先を見通して指導を行うためにも重要

となります。
そのため、対象となる教材の内容について、どのような順序で扱っていくの

か、それをどの程度の時間を掛けて指導していくのかについて計画を立ててい
きます。

単元の指導計画は、単元の目標を明確にするために重要なものであり、計画
を立てておくことで、ねらいが明確な授業を組み立てることができます。

3



こちらは、単元の指導計画作成の大まかな流れの例です。
単元の指導計画の作成の手順に決まりはありませんが、年間指導計画を更に

具体化し、育成を目指す資質・能力を明確にした上で、具体的な学習の計画を
作成していくこととなります。

特に、知的障がい特別支援学校では、一つの学級に様々な学年や実態の子供
が在籍している場合があり、多様な実態の子供が一緒に授業を行うことも少な
くありません。
実態に合わない指導内容では、資質・能力を育成することは難しいため、子

供が学んでいる各教科の段階を把握し、その単元で身に付けたい力を具体化す
る必要があります。

学習指導要領では、各教科等の内容に関する事項は、「特に示す場合を除き、
いずれの学校においても取り扱わなければならない。」とされています。
各教科のどの段階のどの内容がどの程度身に付いているかを整理し、把握す

ることにより、子供一人一人の学ぶ内容を明確にし、子供が授業を通して何が
できるようになることを目指すのかを考え、その目指す資質・能力を身に付け
るためにどのような内容を学んでいくと良いのかを具体的に検討することが重
要です。

4



こちらのシートは、特別支援学校学習指導要領に基づいて、各教科の学習状
況を整理・把握し、子供が学ぶ内容を明確にしてつなぐことを目指して作成さ
れた「学びの履歴」シートです。本シートでは、各学部で学習する教科の内容
一覧と、各教科の目標と内容の指導事項が示された一覧があります。

それぞれに習得状況を記入する欄が設けられ、○や◎を記入することで、そ
の学部段階での学習状況や到達度を把握することができます。

また、学習指導要領解説各教科等編の巻末には、各教科等の目標及び内容の
一覧が掲載されています。
指導する子供について、各教科等の目標及び内容一覧の記載を基に到達度を

書き込むことで、本シートと同じように活用することができます。

5
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こちらは、小学部図画工作科における、学習状況の把握の例です。

児童Ａ～Ｄの学びの状況を把握した結果、児童Ａと児童Ｄは３段階、児童Ｂ
と児童Ｃは１段階の実態であることが分かりました。
個々の児童の実態から、「様々な素材を使った作品づくり」をするために、

「今できること、身に付けたいこと」は何かを考え、児童Ａ・Ｄと児童Ｂ・Ｃ
の二つに分けて、それぞれに育成を目指す資質能力の三つの柱に基づいた目標
と評価規準を設定し、目標に迫るための指導内容や方法を工夫することにしま
した。
このように、実態に合った目標と評価規準を設定することで、目標に迫るた

めの指導内容や方法も具体的になり、子供に何が身に付いたかを明確に評価で
きるようになります。

特別支援学校学習指導要領の各教科等編では、「教科別の指導を一斉授業の
形態で進める際、子供の個人差が大きい場合もあるので、それぞれの教科の特
質や指導内容に応じて更に小集団を編制し個別的な手立てを講じるなどして、
個に応じた指導を徹底する必要がある。」と示されています。

本事例のように、学習集団が少人数であっても、児童の実態差が大きい場合
は、個々の実態を把握した上で、一人一人の実態に応じて個別又は小集団ごと
に目標を設定し、それぞれに対応した評価規準を設定することが大切です。



身に付けたい力を明確にした単元づくりについて説明します。
ここでのポイントは、「単元（題材）を見通して単元構想をする」というこ

とです。
子供たちが、各教科等において育成を目指す資質・能力の三つの柱を偏りな

く身に付けるためには、
・単元（題材）を見通して、身に付けたい力を明確にし、それらが実現された
姿を単元の評価規準として設定すること
・評価規準に応じた学習活動を、単元全体を通してバランスよく位置付けるこ
と
・観点ごとの学習状況を確実に見取るための評価方法を設定し、子供たちの学
習状況を評価規準に基づいて見取り、指導の改善に生かすこと
をポイントとして単元の指導計画を作成し、指導と評価の一体化を図ることが
大切です。

特に、②にあるように、何を、どのような順序で、どのような学習活動を通
して学ぶと効果的に単元の目標を達成できるのかを考えたり、子供が学習課題
をしっかりとつかんで、その解決に向けて追究する意欲が高まるように意図さ
れているかどうかを教員が考えたりすることが大切です。

スライドには３点ありますが、主に➀と②について説明します。

7



例えば、中学部の保健体育科で「ダンス」という単元の指導計画を考えた際、
ダンスという活動のみに注目すると、指定のダンスをすることだけが、単元の
目標になってしまいます。

学習指導要領では、資質・能力の三つの柱である「知識・技能」、「思考
力・判断力・表現力等」、「学びに向かう力・人間性等」を、教育活動全体を
通してバランスよく育成していくことが求められています。
「活動ありき」ではなく、学習する子供の視点に立ち、ダンスの単元を通し

て「何ができるようになるのか」という具体的な姿を、育成を目指す資質・能
力の三つの柱で整理することが大切です。

8



こちらは、知的障がい特別支援学校中学部の保健体育科の「ダンス」の単元
の目標と評価規準の作成例です。
中学部の保健体育科のダンス領域の内容と学習評価の参考資料を基に作成し

たものです。
目標と評価規準を３つの観点で位置付けています。

これらの目標を達成するために、どのような学習内容をどのような順序で、
どの程度の時間を掛けて指導していくのか、計画を立てていきます。

9



資質・能力を育むための授業改善において、主体的・対話的で深い学びは、
必ずしも１単位時間の授業の中で全てを実現しなければならないものではあり
ません。「付けたい力」を明確にし、単元など内容や時間のまとまりの中で、
授業をデザインすることが重要です。

主体的に取り組めるよう学習の見通しを立てたり、学習したことを振り返っ
たりして自身の学びや変容を自覚する場面、対話によって自分の考えなどを広
げたり深めたりする場面、また、学びを深めるために子供たちが考える場面と
教師が教える場面をどのように組み立てるかといったことがポイントです。

また、子供の実態に応じて、多様な学習活動を組み合わせて授業を組み立て
ていくことが重要であり、単元など内容や時間のまとまりを見通した学習を行
うに当たって、基礎となる「知識及び技能」の習得に課題が見られる場合には、
それを身に付けるために、生徒の主体性を引き出すなどの工夫を重ね、確実な
習得を図る必要があります。

10



こちらは、ある学校の保健体育科における「ダンス」の単元の指導計画の例
です。
単元の目標を踏まえて、１単位時間において育成を目指す資質・能力の観点

や評価する場を位置付けています。
単元を計画する際には、教員が教える場面や、子供が考える場面をどこに設

定するかということや、どこで知識・技能を身に付け、それを使った学習活動
をどこに設定するか、それまでの学習をどこで振り返るかなど、子供が学ぶ姿
や学ぶ過程をイメージしながら学習活動を組み立てることが大切です。
スライドに示した計画では、基本となる知識・技能を習得し、振り付けの検

討や練習を経て、一度発表し、他者との関わりなどから振り返り、２回目の発
表会で力を発揮できるようにダンスを改善したり技能を身に付けたりしていく
といったように構成されています。
子供が、単元で何を目指すか、学習活動に対して目的や見通しを持てるよう

にすることは、主体的に取り組むことにつながります。

（クリックでアニメーション①を表示する）
いくつかの学校の校内研究を拝見する中で、１単位時間に育成を目指す資

質・能力の三つ柱の全てを盛り込んでいる事例がありますが、ねらいがたくさ
んある授業では、子供自身が何を目指して力を発揮すれば良いのかが分かりに
くくなってしまいます。
（クリックでアニメーション①で表示した図をスライドアウトする）
このスライドの例のように、単元のどの部分で知識・技能の育成をねらうの

か、学びを深めたり広げたりするために思考力・判断力を育成する部分をどこ
に位置付けるのかなど、単元や題材などのまとまりで資質・能力を育成するこ
とが重要です。

11
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それでは、ここから演習を行います。
皆さんが担当している単元の指導計画を準備してください。
この演習では、単元の指導計画において育成を目指す資質・能力を明確化す

るとともに、目標の達成に向けた学習活動の位置付けについて検討します。
単元の指導計画の作成において、子供の各教科の学習状況を基に、単元を通

じて育成を目指す資質・能力（単元の目標）を設定しているか、資質・能力の
育成に向け、目標を達成するための学習活動が、単元を通してバランスよく、
位置付けられているかなど、個人思考を行ったり、指導教諭と話し合ったりし
ましょう。

＜演習の進め方の例＞
① 個人思考（10分）
② 協議（10分）

☆ 指導教諭は、受講者に、個人思考の観点をスライドに示した内容を参考
に提示するとともに、協議において、それらの観点で受講者に問い掛けた
り、一緒に考えたりするなどして、受講者が対話しながら授業づくりに対
する理解を深め、意欲や見通しを持てるようにする。

〔個人思考及び協議の観点の例〕
・子供の学習状況を把握し、単元を通じて育成を目指す資質・能力（単元
の目標）が、各教科の内容に基づいて設定されているか。

・資質・能力の育成に向け、目標を達成するための学習活動が、単元を通
してバランスよく位置付けられているか。

（時間経過後）
これで、「単元の指導計画」の研修を終わります。



これから、「学習評価」についての研修を始めます。
この研修は、子供たちの学びや教員の指導の改善につなげるための学習評価

の充実に向け、指導と評価の一体化や評価場面・評価方法の計画についての説
明や、評価規準を作成する演習を通して、学習評価の基本的な考え方を理解す
ることをねらいとしています。
前半に説明、後半に演習を行います。

（時間の目安：説明20分、演習20分）

1



学習評価について、特別支援学校においても、小・中学校等と学習評価の考
え方は変わりません。
各教科の学習評価においては、学習指導要領に示されている目標に準拠した

評価を行います。
その際、子供がどれくらい成長したかを測るために、評価の規準となるもの

が必要になります。

そのため、知的障害者である子供に対する教育を行う特別支援学校において
も、学習指導要領に示す目標の実現の状況を判断するよりどころとして、評価
規準を作成することが必要です。
また、特別支援学校においては、各教科等の指導に当たり、子供一人一人に

個別の指導計画を作成しているため、各教科等の評価規準の内容を子供一人一
人の指導目標や指導内容の設定に活かすことが大切になります。

2



学習指導要領においては、各教科等の「２ 各段階の目標及び内容」の「(2)
内容」において、「内容のまとまり」ごとに育成を目指す資質・能力が示され
ています。
例えば、特別支援学校学習指導要領解説の各教科等編において、中学部 保

健体育科 １段階の目標と内容には、１段階の生徒がダンスにおいて、育成を
目指す資質・能力が、ア～ウで示されています。
単元の最後に、「内容のまとまり」ごとに育成を目指す資質・能力がどの程

度、生徒に身に付いたのかを評価しますが、学習指導要領に示す目標の実現状
況を判断するよりどころとなるのが評価規準です。

3



知的障がい特別支援学校中学部の保健体育科の「ダンス」の単元の目標の例
です。
単元目標として、学習指導要領に示された「Ｇ ダンス」の内容を基に、観

点別で設定されています。
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学習指導要領においては、各教科等の「２ 各段階の目標及び内容」の「(2)
内容」において、「内容のまとまり」ごとに育成を目指す資質・能力が示され
ていました。
学習指導要領で示されていた「(2) 内容」の記載は、そのまま学習指導の目

標となりうるものです。（しなければならない、ということではないことに留
意する。）
こうしたことから、「(2) 内容」の記載事項の文末を「～についてするこ

と」から「～している」等と変換して、学習指導における評価規準を作成する
ことができます。

学習指導の目標設定をしたり、評価規準の作成したりする際、「(2) 内容」
の記載事項を基に具体的にすることは可能です。一方で、目標や評価規準を具
体的にする場合は、当該の教科の目標や、後で説明する評価の観点及びその趣
旨を逸脱しないことに留意する必要があります。
「内容のまとまりごとの評価規準」については、文部科学省から「特別支援

学校小学部・中学部 学習評価参考資料」、「特別支援学校高等部学習評価参
考資料」が示されています。Ｗｅｂページからダウンロードすることができる
ため、評価規準を作成する際の参考にしてください。

5



これは、単元の指導計画の例です。
単元の評価規準を踏まえて、１単位時間において育成を目指す資質・能力の

観点や評価規準が位置付けられています。
例えば、１時間目の目標は、「脚のステップや腕の振り付けが分かり、踊る

ことができる。」で、主な学習活動は、脚のステップや腕の振り付けの練習と
なっています。
これは、主に学習する内容が知識及び技能ですので、評価の観点を知識・技

能としています。

「内容のまとまり」であるダンスの内容については、単元全体を通して、資
質・能力の育成を図ります。
１単位時間で、重点とする観点を明確にして、目標や評価規準を位置付けて

いくことが大切になります。

6



ここで、学習評価の基本的な考え方を改めて確認します。
学習評価は、学校における教育活動に関し、子供たちの学習状況を評価する

ものです。

子供たち自身が自らの学びを振り返って、「次の学びに向かう」ことができ
るようにするとともに、「子供たちにどういった力が身に付いたか」という学
習の成果を的確に捉え、教員が「指導の改善」を図ることが重要です。

学習評価は、教育課程や学習・指導方法の改善と一貫性を持った形で改善を
進めるため、個々の授業のねらいをどこまでどのように達成したかだけではな
く、子供たち一人一人が、前の学びからどのように成長しているか、より深い
学びに向かっているかどうかを捉えていけるような学習状況の評価が求められ
ます。
学習指導案を作成する際には、指導と評価が一体となった展開となっている

か、評価場面や評価方法が明確に位置付いているかを確認するようにします。

7



再び、単元計画の例を確認します。
７時間目は、目標が、「コンテストを振り返り、振り付けの変更、改善に考

えを持ち、意見を言う。」です。
このうち、主な学習活動として、振り付けの改善が設定されており、評価の

観点としては、思考・判断・表現、評価規準としては、「振り付けの変更、改
善に考えを持ち、意見を言っている。」と設定することが考えられます。

ここでは、単元での指導を通して身に付けた思考・判断・表現を発揮する生
徒の姿を確実に見取ることが求められます。

8



例示した「ダンス」の単元の評価規準を確認します。
思考・判断・表現の評価規準は、「ステップや振り付けの得意・不得意に気

付き、創作ダンスの内容を考えたり工夫したりしている。」、「考えたり、工
夫したりしたことを友達に伝えている。」と設定されています。

9



授業において、子供の学習状況を評価するためには、評価場面と評価方法を
計画し、授業の展開に位置付けることが大切です。
本時の評価規準は、「自分が好きな動きをダンスに生かせるように新しい振

り付けを考えたり、自分の考えを他者に伝えたりしている。」という思考・判
断・表現を主な観点として設定しています。
生徒が考えている姿や表現している姿を見取るためには、評価する場面と評

価方法をどのようにしたら良いでしょうか。

例えば、評価場面は、教員との会話や友達との話合い活動が考えられます。
また、評価方法としては、発言内容や相手に話す際の表情や身振りから見取る
ことが考えられます。
発言した回数等、表面上表れた様子だけに注目するのではなく、発言してい

る言葉の内容であったり、発言していない場合でも、振り付けや、伝えようと
する表現を見取り、生徒が考えている姿や表現している姿を見取ることが大切
です。
特に、障がいのある子供に対する教育を行う特別支援学校においては、でき

た、できないという二者択一の評価ではなく、子供がどの程度内容を理解し、
どこまで力を発揮できたのか、子供の姿を丁寧に見取ることが求められます。
このように評価場面と評価方法を事前に計画して、教員で共通理解しておく

ことで、授業中の「◯◯さんは、どんな振り付けがいいと思う？」など、教員
から生徒の発言を促したり、話合い活動の時間を十分に確保して、生徒の考え
を引き出したりするといった手立ての工夫にもつながります。

10



学習評価は、学習指導要領に示す目標の実現の状況を判断するよりどころで
す。
学習評価から明らかになった成果と課題は、子供が目指す資質・能力を身に

付けることができるように次時の授業改善につなげ、子供の学びの質を一層高
める工夫に取り組むことが求められます。

指導と評価の一体化を図るためには、
① 児童生徒の学習改善につながるものにしていくこと
② 教師の指導改善につながるものにしていくこと
③ これまで慣行として行われてきたことでも、必要性・妥当性が認められな
いものは見直していくことから、学習評価の充実を図ることが重要です。

これまで慣行として行われてきたこと、例えば、授業のまとめの際に、教員
から「今日、友達とたくさん話した人？」と全体に声を掛け、生徒が手を挙げ
たことをもって、「目標を達成した」と評価している場合など、評価場面や評
価方法が学習評価として適切かどうかを教職員で話し合うなど、子供の学習状
況を適切に見取る方法を学校全体で見直しをしていくことが大切です。

11



12

知的障がい教育における学習評価の課題としては、何をどう評価するか、教
師間で共通理解がされていないことから、授業においても評価が曖昧になり、
子供の学習状況を適切に把握することができないことが指摘されています。

子供の資質・能力を育成するために、目標に準拠した評価により、一人一人
の学習状況を見取り、子供の学習改善や教員の指導改善につなげることが大切
です。



13

それでは、ここから単元の評価規準を作成する演習を行います。
皆さんが担当している単元の指導計画を準備してください。



14

＜演習の進め方の例＞
① 個人思考（10分）
皆さんが担当する単元の指導計画を基に、この研修で説明があった内容

を踏まえ、単元の評価規準を検討し、記入してみましょう。
まず、上段の青い枠には、単元の目標を記入します。
その後、赤い枠で示した部分の、単元の評価規準について各自で検討し、

記入します。
② 協議（10分）
個人思考で記入したものを基に、学習指導要領解説や学習評価参考資料

を参照し、指導教諭や受講者同士で対話し検討する。

〔個人思考及び協議の観点の例〕
・目標の文末を「～すること」から「～している」に変換するなどし、評
価規準として用いることができる表現になっているか。

・目標や評価規準を具体的にする場合、取り扱う教科の目標や評価の観点
及びその趣旨を逸脱していないか。
（学習指導要領解説や学習評価参考資料を参照して確認する。）

（時間経過後）
これで、「学習評価」の研修を終わります。



これから、「学習指導案の作成」についての研修を始めます。
この研修では、学習指導案の作成の意義や、作成に当たって特に意識してほ

しいことについて説明します。
説明の後、学習指導案の作成に向けて、自校の学習指導案の様式や作成の進

め方などについて確認する演習を設定しています。

（時間の目安：説明15分、演習20分）

1



学習指導案の作成の意義についてです。
学習指導案を作成することは、育成を目指す資質・能力を明確にし、子供が

何を学ぶのか、どのように学ぶのかという授業の内容や手順を具体的に考えて
いくことです。
これを書き表したものが学習指導案であり、ねらいに到達するまでの学びの

地図となります。
学習指導案を作成するためには、子供の実態を把握したり、教材研究を行っ

たりする必要があります。
実態把握については、セクションⅠの実態把握の研修資料を参照してくださ

い。
学習指導案を作成する作業は、時間を要する作業です。
しかしながら、学習指導案を作成することで、その教科や指導、子供の理解

が深まります。
また、指導することが明確となるだけでなく、授業後に、うまくいった点や

うまくいかなかった点などを洗い出し、それはなぜかを考える授業研究に役立
てることができます。
自らの教育活動を振り返ることは、指導力の向上に欠かせないものです。

2



学習指導案の項目です。
この学習指導案の項目は、教科や学校などにより異なる場合があります。
また、この後説明しますが、特別支援学校においては、子供の実態が様々で

あるため、個別に記載している項目もあります。
ここで説明したとおりに書かなければならないということではありませんの

で、どのような項目を、どのような順序で記載するかについては、自校の様式
などを確認してください。

学習指導案は、大きく分けて、単元と本時の内容からなります。
本時の目標の明確化や単元の指導計画、評価規準の作成については、本プロ

グラムの別の研修資料で説明していますので、この研修では、スライドに示し
ている項目の中で、特別支援学校において個別に記載している例や、学習指導
要領を踏まえ、特に留意していただきたい項目について説明します。
なお、この研修の説明でも参考にしていますが、一般的な学習指導案の作成

について、独立行政法人教職員支援機構（NITS）の研修動画で解説されていま
すので、そちらと併せて御覧いただければと思います。

3



単元については、単元を設定した理由や意図について､児童（生徒）の実態、
教材、指導についての３点で述べていきます。
１つ目は、子供の実態についてです。
子供の障がいの状態や日常の学習における実態、本単元に対する興味・関心

などについて述べます。
それまでの学習の記録や個別の指導計画等を活用すると良いと思います。
２つ目は、教材についてです。
単元で扱う教材から、子供が何を学ぶのか、そして、何ができるようになる

のか、教材の価値について述べます。
３つ目は、指導についてです。
児童生徒の実態と教材についてを踏まえ、どのように指導していくか、手立

てや工夫について述べます。
詳細な内容は、後で単元の指導計画や本時案で述べることとなりますので、

ここでは簡潔に述べるようにします。

4



これは、先ほどの単元についての記述と別に、子供の個別の実態を記載した
例です。
単元についての文章では簡潔に述べ、個別の実態をこのように示す方法も考

えられます。

5



単元の目標と評価規準についてです。
まず、単元の目標についてです。
学習指導要領では、スライド上段の育成を目指す資質・能力の３つの柱をバ

ランスよく育むことに留意することが示されています。
そして、各教科等の目標や内容も、この３つの柱で整理して示されています。
そのため、単元の目標もこの３つの柱から検討し、単元を通して、子供にど

のような資質・能力を身に付けさせたいかを記入します。
その際、子供の実態や取り扱う各教科の内容を踏まえることが大切です。
単元の指導計画については、別に研修資料がありますので、そちらも確認し

てください。

次に、単元の評価規準についてです。
学習指導要領では、指導と評価の一体化の観点から、３つの評価の観点が示

されています。
特別支援学校においても、各教科の学習評価について、学習指導要領に示さ

れている目標に準拠した評価を行う必要があり、子供がどれくらい成長したか
を測るために、評価規準を作成し記入します。
学習評価についても、別に研修資料がありますので、そちらを確認してくだ

さい。

6



スライドは、知的障がい特別支援学校小学部の教科別の指導、算数科の例で
す。
これは、教科別の指導の例ですが、各教科等を合わせた指導においても、単

元の目標を資質・能力の３つの柱から設定し、単元の評価規準を３つの観点で
作成する必要があります。
これが明確になっていなければ、単元において子供が何を学ぶのか、単元を

通して何を身に付けさせたいのかがあいまいになり、子供への具体的な指導内
容や学習活動、評価も曖昧になってしまいますので、単元の目標と評価規準は
明確に位置付けましょう。

この他の例についても、「令和３年度特別支援教育教育課程編成の手引」の
別冊に掲載しており、単元の指導計画や本時案の例も示していますので、参考
にしてください。

7



これは、先ほどの単元の目標について、個別に記載した例です。
同じ学習集団であり、また、同じ教科の段階である子供であっても、実態は

異なるため、単元の目標や評価規準をよりどころとして、子供の実態に応じて
具体的な指導内容を設定し、評価することが大切です。
こうしたことを踏まえて、スライドのように、単元の目標を個別に記載し、

整理している事例があります。

8



次に、単元の指導計画です。
単元の目標や評価規準を踏まえ、その達成に向けた学習活動を検討するとと

もに、どの時間にどのような方法で評価をしていくかといった評価の計画も検
討することが大切です。
単元の指導計画については、先ほども説明したように、別に研修資料があり

ますので、そちらも確認してください。
スライドには、例の一つを示しています。
右側の欄に、「知」、「思」、「態」とあるように、授業におけるねらいを

明確にすることや、主体的・対話的で深い学びの視点から、子供がどのように
学ぶか、単元の展開を検討することが大切です。

9



本時の学習についてです。
本時の目標や評価規準は、本時で達成を目指し、評価する子供の姿を記入し

ます。
単元の目標は、資質・能力の３つの柱から設定しますが、実際の１単位時間

の授業で３つの柱の目標をす全て達成することは難しいことです。
また、単元の評価規準についても、３つの観点から設定しますが、本時の評

価は授業を行いながらの評価となりますので、実際に３つの評価をすることは
難しいことです。
そのため、学習内容を考慮しながら、目標及び評価規準を焦点化することが

大切です。
また、本時の展開について、本時の目標の達成に向けて、「導入、展開、終

末」の流れで検討します。
単元の指導計画において、この時間はこのように学んでほしいといったよう

に、主体的・対話的で深い学びの視点で考えていたことを具体化するとともに、
学習活動における手立てや工夫が、子供の学ぶ姿を引き出し、本時の目標の達
成に向けたものとなっているかを確認しましょう。
このことについては、授業づくりの基本の研修資料でも説明していますので、

確認してください。

10



説明の中でも紹介しましたが、学習指導案において、単元の指導計画や本時
案を検討、作成する際の参考にしてください。

11



12

それでは、ここから演習を行います。
この演習は、学習指導案の作成前を想定しています。
自校の学習指導案を準備してください。（様式を定めていない場合は、過年

度のものや参考とする予定のものを準備する。）
この演習では、学習指導案の様式、作成の流れ、ポイントとなることなどに

ついて指導教諭と確認し、理解することをねらいとしています。
受講者が、学習指導案の作成を進めたり、必要に応じて相談したりできるよ

う、指導教諭が、自校の学習指導案や作成の流れについて説明したり、説明し
た内容を振り返り、作成に当たってポイントとなることを確認したりしましょ
う。

＜演習の進め方の例＞
① ［確認する内容の例］を参考に、指導教諭から説明、受講者と確認
（15分）

② 受講者からの質問（５分）

☆ 指導教諭は、受講者が、学習指導案の作成や検討の参考とすることがで
きるよう、説明の中で、学校において定めていることのほか、自身が以前
工夫したことなどを助言する。
また、受講者の理解度や不安な点などについて対話を通して把握しなが

ら、受講者が予定している授業の教科や単元、授業者などを踏まえ、作成
や相談を進める見通しやコツなどについて助言する。

〔確認する内容の例〕
・学習指導案の様式の各項目を確認しましょう。
・作成、検討に至る業務の流れやスケジュールを確認しましょう。
・研究授業をどの教科、単元で実施するか、検討しましょう。
・作成に当たって必要な資料等には、どのようなものがあるかを確認しま
しょう。

（時間経過後）
これで、「学習指導案の作成」についての研修を終わります。



これから、「主体的・対話的で深い学び」についての研修を始めます。
この研修は、単元の指導計画において、子供が単元の目標の達成に向け、

各授業においてどのように学ぶかを考え、単元をデザインすることができる
よう、「主体的・対話的で深い学び」の授業改善の視点について理解するこ
とをねらいとしています。
前半に説明、後半に演習を行います。

（時間の目安：説明10分、演習20分）

1



主体的・対話的で深い学びの授業改善の視点について説明します。

令和５年度小学校教育課程改善の手引では、授業づくりの基本として５つ
の視点が示されています。
この中の［視点２］では、「主体的に学習に取り組めるよう、自身の学び

や変容を自覚できる場面を設定する。」、「対話によって自分の考えなどを
広げたり深めたりする場面を設定する。」、「学びの深まりを作りだすため
に児童が考える場面と教員が教える場面を組み立てる。」の、授業改善の視
点について解説しています。
この後のスライドで、「主体的な学び」や「対話的な学び」について、学

習者の視点（姿）と、それを引き出すための授業者の視点について確認しま
す。

2



主体的・対話的で深い学びとは、学習指導要領に示された内容を、子供が
「どのように学ぶか」について、具体的な姿として示したものです。
子供の具体的な学びの姿を考えながら、単元、題材のデザインを考えるこ

とが大切です。
主体的に学習に取り組めるよう、学習者、つまり子供側からの視点と教員、

授業者側からの視点で考えることで、主体的・対話的で深い学びを実現する
ために教員が何に取り組めば良いかが分かりやすくなります。
学習者の視点とは子供の姿であり、例えば、スライドの左上にあるように、

子供に学ぶことへの興味や関心を持たせようとした場合、それらの姿を引き
出すことができるよう、右側に、既習事項を振り返る、具体物を提示して引
き付けるなど、教員が実際の取組を具体的に考えるための視点を示していま
す。

3



スライドは、対話によって自分の考えなどを広げたり深めたりする視点に
ついて示しています。
具体的な子供の姿に結び付くよう、教員は授業者の視点からどのような手

立てが考えられるか、具体的に検討していくことが大切です。
例えば、授業の目標の下、意図を持って話合いの場面を設定するとともに、

どのように話合いを進めるかなど、子供に明確に伝えることが考えられます。
言葉を発することができなかったり、コミュニケーションが苦手だったり

する子供には、対話的な学びは難しいと言われることがありますが、皆さん
はどのように考えますか？
対話的な学びは、子供同士の直接のやりとりのみではなく、他の友達が活

動している様子を見て、自分はどのように取り組もうか考えたり、教員の説
明や視覚的な提示を見たり聞いたりして、自分と友達の違いに気付き、その
後の活動に生かしたりすることなどの学びも対話的な学びと考えられます。
教員が発問や提示などを工夫することで、子供の対話的な学びを引き出し、

自己の考えを広げたり深めたりできるようにすることが大切です。
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スライドは、学びの深まりを作り出すための具体的な視点について記載し
ています。
実際の指導場面における子供の学習の状況に応じ、指導計画の見直しを図

る柔軟な姿勢を持つことが大切です。

これらの視点は、本プログラムの単元の目標や評価規準の例、単元の指導
計画の例などでも、説明されています。
次のスライドから、視点の活用例として、目標の設定、単元の評価規準、

単元の指導計画、一単位時間の中での考え方について説明します。
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ここからは、事例を基に説明します。
これは、プログラムⅡ-１でも示した、知的障がい特別支援学校中学部の

保健体育科の「ダンス」の単元の目標と評価規準の作成例です。
中学部の保健体育科のダンス領域の内容と学習評価の参考資料を基に作成

したものです。
目標と評価規準を３つの観点で位置付けています。
このように、目標で身に付けたい資質・能力を明確にし、評価規準を明確

にすることは、学びの深まりを作り出すためのポイントとなります。
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これは、プログラムⅡ-Ⅰなどでも示している単元の指導計画の例です。
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赤枠で示した計画を例にすると、まず、基本となる知識・技能を習得し、
振り付けの選択や練習を経て一度コンテスト①で発表しています。
そして、コンテスト①やそれまでの練習を他者との関わりなどから振り返

り、変更や改善点を考え、振り付けができるように練習し、コンテスト②で
それらを発揮するといったように主な学習活動が構成されています。
単元を通して目指すことは何なのか、生徒が学習活動に対して目的や見通

しを持てるようにすることは、主体的な学習につながります。
また、振り返りを行う場面を意図的に設定することは、自身の学びや変容

を自覚することにつながります。
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赤い文字で示した学習は、単元の目標を踏まえ、「得意、又は不得意なス
テップや振り付けに気付くこと」や、「ダンスの内容を考えたり工夫したり
したことを友達に伝える」など、生徒が考えを持ったり、対話によって自分
の考えなどを広げたり深めたりすることを意図して設定しています。
このように単元の目標の達成に向けて、子供が理解したり身に付けたりす

ることや、対話を通して考えたり伝えたりすることなど、どのように学んで
いってほしいかを、単元を見通して検討することが大切であり、そのための
視点が、「主体的・対話的で深い学び」です。

「主体的・対話的で深い学び」は、子供に育成を目指す資質・能力を育む
ための授業改善の視点であり、授業の方法や技術の改善のみを意図するもの
ではありません。
また、「主体的・対話的で深い学び」は、必ずしも１単位時間の授業の中

で全てが実現されるものではありません。
単元の目標の達成に向けて、単元を見通しながら、どの時間にどの目標に

向かって（どの資質・能力の育成に向けて）、どのように学ぶかを考えるこ
とが大切です。
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10

それでは、ここから演習を行います。
皆さんが担当している単元の指導計画を準備してください。
この演習では、子供が単元の目標の達成に向け、どのように学ぶかを考え、

単元を構成し、学びの質を高めることができるよう、授業改善の視点につい
て理解を深めることをねらいとしています。
自身が担当する単元の指導計画について、単元の目標や指導の意図を確認

し、「主体的な学び」や「対話的な学び」の姿を引き出し、目標の達成に迫
るための工夫を考えましょう。

＜演習の進め方の例＞
① 個人思考（10分）
② 協議（10分）

☆ 指導教諭は、受講者に、個人思考の観点をスライドに示した内容を
参考に提示するとともに、協議において、それらの観点で受講者に問
い掛けたり、一緒に考えたりするなどして、受講者が対話しながら授
業改善の視点に対する理解を深め、単元の指導計画の作成や授業づく
りに生かすことができるようにする。

〔個人思考及び協議の観点の例〕
・単元を見通して、主体的に学んでほしいと考える授業や子供の姿に
はどのようなものがあるか。

・そのために、単元や授業において、どのような工夫が考えられるか。
・主体的な学びや対話的な学びの視点から考えた工夫は、単元の目標
（又は授業の目標）の達成に向けたものとなっているか。

（時間経過後）
これで、「主体的・対話的で深い学び」の研修を終わります。



これから、「個別最適な学び」と「協働的な学び」についての研修を始めま
す。
この研修は、学習活動の充実の方向性を学習者の視点で改めて捉え直す「個

別最適な学び」と「協働的な学び」について、説明や演習を通して理解するこ
とをねらいとしています。
前半に説明、後半に演習を行います。

（時間の目安：説明15分、演習20分）
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はじめに、「『個別最適な学び』と『協働的な学び』の一体的な充実」につ
いてのイメージを確認していきます。

「個別最適な学び」と「協働的な学び」については、令和３年１月の中央教
育審議会「『令和の日本型学校教育』の構築を目指して〜全ての子供たちの可
能性を引き出す、個別最適な学びと、協働的な学びの実現〜（答申）」（以下、
「令和３年答申」という。）において提言されました。

令和３年答申の中では、社会が複雑で予測困難となってきている中で、子供
たちの資質・能力を確実に育成する必要があり、そのために、新学習指導要領
の着実な実施が重要であるという方向性が示され、2020年代を通じて実現を目
指す学校教育の姿を「全ての子供たちの可能性を引き出す、個別最適な学びと、
協働的な学び」としました。

また、中央教育審議会が令和３年答申の教育課程に関する事項をまとめた報
告では、学習指導要領で示された資質・能力について、多様な子供を誰一人取
り残すことなく育成するために、このスライド内の赤い枠で示した、個別最適
な学びと協働的な学びの充実を図ることが示されました。

2



「個別最適な学び」と「協働的な学び」それぞれについて説明していきます。
「個別最適な学び」は、「個に応じた指導」を学習者視点から整理した概念

であり、「指導の個別化」と「学習の個性化」に整理されています。
「指導の個別化」とは、子供一人一人の特性や学習到達度に応じて、指導す

る側が学習環境を整えたり、学習時間を設定したり、学習方法の選択肢を柔軟
に用意したりするなど、一定の目標を全ての子供が達成することを目指し、
個々の子供に応じて異なる方法で学習を進めることであり、その中で、子供自
身が自らの特徴やどのように学習を進めることが効果的であるかを学んでいく
ことを含みます。

特別支援教育の視点から考えると、これまでも取り組まれてきた子供一人一
人の実態や学び方の特徴に合わせた指導を大切にしながら、学習者である子供
の視点から捉え直し、多様な学習方法で学ぶことを通して、学習指導要領に示
された資質・能力を確実に育成していくことや、子供が自分に合った学習の進
め方を考えられるように指導を工夫することが重要になります。
「学習の個性化」とは、子供が自分の興味関心のあるものを選んで学んだり、

表現したりするもので、一人一人が異なる目標に向かって学ぶ中で、自分がど
のような方向性で学習を進めていけば良いかを考えていくことも含んでいます。
学習活動を通じて一人一人の個性、教育的に価値のある方向により拡大しよう
というアプローチで、教員が、子供一人一人の興味や関心等に応じた学習活動
や学習課題に取り組む機会を提供することによって、子供自身が自らの学習が
最適になるように調整したり、これからのキャリアを見通したりしながら自分
で学習課題を設定し、取り組んでいけるように指導を工夫することが重要にな
ります。
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「協働的な学び」については、「主体的・対話的で深い学び」の実現に向け
た授業改善につなげながら、子供一人一人の良い点や可能性を生かし、子供同
士、あるいは地域の方々をはじめ、多様な他者と協働することで、異なる考え
方が組み合わさり、より良い学びを生み出していくようにすることが大切です。
このことについては、特別支援学校小学部・中学部学習指導要領においても、

スライド中段の枠囲みのとおり示されています。

また、人間同士のリアルな関係づくりは社会を形成していく上で不可欠であ
り、知・徳・体を一体的に育むためには、教員と子供の関わり合いや子供同士
の関わり合い、 自分の感覚や行為を通して理解する実習・実験、地域社会での
体験活動、専門家との交流など、様々な場面でリアルな体験を通じて学ぶこと
の重要性について改めて認識するとともに、ＩＣＴを活用した協働的な学びの
発展や、ＩＣＴを活用することにより空間的・時間的な制約を緩和し、遠隔地
の専門家などとつなぐなど、その新たな可能性を検討することも重要です。
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授業づくりに当たっては、「個別最適な学び」と「協働的な学び」を往還さ
せながら、一体的に充実してくことが重要です。

※スライドを指しながら説明
「個別最適な学び」によって子供が課題の理解を深め、自分なりの考えを持

ち、意思を表現できるようになったところで、「協働的な学び」を行うことに
より、持っていた考えが深まったり、新たな考えに気付いたりすることにつな
がります。更にその後の「個別最適な学び」で振り返りを行うことで、深まっ
た考えや新たな気付きが、子供の中でより確実なものになっていくように、そ
れぞれの学びの往還を図ることで、学びを深められるようにしていきます。
「個別最適な学び」によって学習したことを社会で生かせるようにしていく

ためには、それぞれの子供の学習を、それのみで完結させるのではなく、他者
との協働によって広げ深めたり、自分の活動によって何かを変えたり、よりよ
くできたという実感を持てるようにすることが大切です。
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「個別最適な学び」や「協働的な学び」を充実させるに当たり、令和３年答
申では、スライドのような観点が挙げられるとともに、学習履歴（スタディ・
ログ）の活用の必要性が示されました。
ＧＩＧＡスクール構想により、１人１台端末が付与され、子供がＩＣＴ機器

を日常的に活用することにより、自ら見通しを立てたり、学習の状況を把握し、
新たな学習方法を見い出したり、自ら学び直しや発展的な学習を行いやすく
なったりする等の効果が期待され、すでにそうした姿が見られているところで
す。
特別支援学級や特別支援学校の子供にも、同様の取組が行われていますが、

とりわけ知的障がいのある子供の場合は、障がいの特性により段階的、系統的
な学習の積み上げが難しいことから、学習の履歴を記録し効果的に活用するた
めの工夫が必要です。
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「個に応じた指導」と言う観点では、これまでも特別支援教育では、子供一
人一人の教育的ニーズに応じた適切な指導と必要な支援を行うために、個別の
指導計画を作成し、個々の実態に応じたきめ細やかな指導を行ってきました。
例えば、「指導の個別化」の観点で個別の指導計画を作成する場合、対象と

なる子供に効果的な指導となるように、個別の教材や副教材の使用、課題の量
の調整、視覚支援の工夫、タブレット端末の活用を検討することとなります。
また、「学習の個性化」の観点で個別の指導計画を作成する場合、子供が自

分の特性に合った多様な学び方を選択できるようにすることや、自信を付け意
欲的に取り組めるようになることなどのために、様々なアプローチを検討する
こととなります。
個別の指導計画を作成する対象となる子供が増加し、困難さや教育的ニーズ

も多様化する中で、この個別の指導計画の役割は一層重要となってきており、
令和３年答申に示された「個別最適な学び」の実現においても、個別の指導計
画が鍵と言えます。
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それでは、ここから演習を行います。
皆さんが担当している授業の学習指導案（指導略案）と個別の指導計画を準

備してください。
この演習では、学習指導案を基に、「個別最適な学び」と「協働的な学び」

の観点から自分の指導を振り返り、これらの観点について理解を深めることを
ねらいとしています。
本時の目標の達成に向けた学習活動を子供の目線から捉え、「個別最適な学

び（指導の個別化）」や「協働的な学び」の観点から工夫している点や、改善
につなげられる点にはどのようなことがあるかを考えたり、個別の指導計画か
ら、「個別最適な学び」に向けて活用できる記載内容を確認し、授業での工夫
を検討したりするなど、個人思考を行ったり、話し合ったりしましょう。

＜演習の進め方の例＞
① 個人思考（10分）
② 協議（10分）

☆ 指導教諭は、受講者に、個人思考の観点をスライドに示した内容を参考
に提示するとともに、協議において、それらの観点で受講者に問い掛けた
り、一緒に考えたりするなどして、受講者が対話しながら「個別最適な学
び」や「協働的な学び」に対する理解を深め、授業づくりなどに生かすこ
とができるようにする。

〔個人思考及び協議の観点の例〕
・授業において、「個別最適な学び（指導の個別化）」や「協働的な学
び」の観点から工夫している点や改善点は、どのようなことがあるか。

・担当している子供の個別の指導計画において、「個別最適な学び」の実
現に向けて活用できる記載内容には、どのようなものがあるか。

・個別の指導計画の記載内容を基に、授業において、どのような工夫が考
えられるか。

（時間経過後）
これで、「個別最適な学び」と「協働的な学び」の研修を終わります。


